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特集①　見つめよう　環境・くらし

　地域・NPO・企業・行政など、70 近い団体
が一堂に会し、展示や体験などを通して環境の
大切さを伝えます。
　今回のテーマは「見つめよう　環境・くらし」
です。
　～毎日のくらしを見つめると、きっと見えて
くる、環境を守るために、私たちにできること…
小さなエコチャレンジが～
　みなさんも自分のエコチャレンジを、環境
フェスタで探してみませんか。
　詳しくは、環境フェスタ市民会議ホームペー
ジ（http://katano-kankyo.com）をご覧ください。

お　願　い

▽  農産物や資料、啓発物品などの持ち帰り用に
マイバッグをご持参ください。

▽  環境を考える催しですので、会場までは徒歩・
自転車・公共交通機関をご利用ください。

▽  当日は会場への巡回バスを運行します。経路・
時刻については、2月 18 日（金）の新聞折り
込みちらしか、環境フェスタ市民会議ホーム
ページをご確認ください。

と　きと　き　2月 20日（日）午前9時 30分～午後 4時 30分

ところところ　星の里いわふね

主　催主　催　かたの環境フェスタ市民会議

問い合わせ問い合わせ　環境保全課（℡  892・0121）

20112011

　私たちは、多くの動植物と自然を共有し、生
きています。
　そして、その自然を豊かに維持・継続させよ
うとするとき、私たちの暮らし方が自然環境に
与える影響は実に大きく、人類だけの地球では
ないと自覚する必要を痛感します。
　そこで、できることをできる範囲で始めよう
と集まった仲間たちと、かたの環境フェスタ市
民会議を立ち上げ、「環境フェスタ in 交野」を
毎年開催しています。
　みなさんも、ぜひご参加いただき、今までと
少しだけ違う暮らし方へのきっかけとなれば
大変うれしく思います。

環境フェスタin交野
伝
え
た
い

自
然
の
め
ぐ
み
を

豊
か
な
暮
し
を

あ
お
い
空
も

う
ま
い
水
も

や
さ
し
い
緑
も

ず
っ
と
ず
っ
と

残
し
た
い

かたの環境フェスタ
市民会議

代表　山本光二さん
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会　場　案　内　図

１階・２階
　環 境を考えるブース展示：地域・市民団体・
学校・企業など

　物 々 交換：1人 5点まで交換できます（食
品以外、衣類は新品で）

　各 種作品掲示：環境ポスター（絵画展、入
選作品表彰あり）、エコ川柳、みどりの
カーテン

ステージ
　演 目（予定）：和太鼓（私市小児童＆PTA）、
ヒーロー大集合（カワセミの化身「アマ
ノンガー」、おりひめちゃん、星のあまん、
モットちゃん、キットちゃん）、エコチャ
レンジ宣言、吹奏楽演奏、チアリーディ
ングクラブ「PIXIES」、○×クイズ「エ
コ！」、ソーラン隊「宝」

星の里いわふね体育館

飲 食コーナー：カレー、おで
ん、うどんなど

グリーンビレッジ
交野南側

交野産もち米でのもちつき
リユース自転車の展示・抽選会

星の里いわふね
前広場

インフォメーション
交野産野菜の頒布

グリーンビレッジ
交野北側

川 をきれいにする体験：子ど
もたち集まれ！

天野川

エ コマーケット：竹炭・木酢液、有機野菜などの頒布
ソーラーカー・電気自動車：展示
エコ汽車ポッポ：試乗
献血車
ご み収集車：ごみ収集車積み込み体験
白バイ：展示

第1駐車場

子 ども向け体験コーナー：
　自然工作など

グリーンビレッジ
交野2階

竹炭焼き

竹炭焼き窯
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特集②　市長が示す大局的プラン

 市⻑戦略市⻑戦略
2011〜 20142011 〜 2014

　

平
成
23
年
〜
26
年
（
２
０
１
１

年
〜
２
０
１
４
年
）
の
市
長
戦
略

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
長
戦
略
の
全
文
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所
本
館
２

階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

企
画
財
政
室
企
画

担
当（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

市
長
戦
略
と
は

　

市
長
戦
略
と
は
、
市
と
し
て
の

基
本
構
想
の
も
と
に
、
市
長
が
掲

げ
る
交
野
市
の
将
来
像
に
向
か
っ

て
、
そ
の
実
現
を
手
に
入
れ
る
た

め
、
任
期
中（
４
年
間
）に
お
け
る

象
徴
的
な
施
策
を
行
政
計
画
と
し

て
示
す
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
総
合
的
な
計
画
で

は
な
く
、
選
択
と
集
中
を
徹
底
し

た
戦
略
上
の
最
優
先
施
策
を
掲
げ

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
戦
略
は
目
的
に
向

か
っ
て
の
、
市
長
と
し
て
示
す
大

局
的
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
こ
れ
を
も

と
に
多
く
の
担
い
手
た
ち
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
プ
ラ
ン
が

作
ら
れ
、
実
践
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

①理念
　誰もが〝交野がいい〟と言ってくださる、そういう価値あるまちを営む
　 そのために、交野が受け継いだものを大切に、いまあるもの・人の力を活かし、
創造して、未来の子らへつなぐ
②ビジョン
　〈8万市民がイキイキ・ワクワク〉
　出会いとふれあい、感動を実感できる「かたの」
③市長の役割
　交野のトップリーダーとしての戦略上の役割は次のとおり
　 ▽責務： 明快な方向性、目標を設定。みんなを動かし、説明責任、結果責任を

負う
　 ▽位置：誰からも見え、対話し、スポークスマンとして走って、交野を動かす
　 ▽熱意：交野への思いを最も熱く持ち、一貫したメッセージを発しつづける

〈地上の星あふれる実学交野創生戦略〉
　～人とまちが、学び、育ち、支え合ってつながる
　　　　　　　　　ほどよい暮らしへのチャレンジ～
　人と人、人とまちとのつながりを呼び起こし、小さな行動の多発する環境を
生みだして、みんなで実際に汗を流しながらまちを営み、課題を解決していく
環境を構築していく。
　そして、交野の強みを最大限に活かし、交野のまちを徹底的に使って、楽し
く暮らしに役立つ学び合い、育ち合い、そして支え合うまちの価値が共有され、
次々と価値がつながって生まれていくまちを創生し、内にも外にも〝交野がい
い〞といわれる評価を手に入れる。
※ 「実学」とは、実生活に直接役立つ学問のことです。ここでは、実際の暮らし
やまちと密着した学び、育ち、支え合いの実践のことです。

戦略の
理念

基本
戦略

  市⻑戦略市⻑戦略
2011〜 20142011 〜 2014
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CI 戦略 織姫が住む七夕のふるさと
星のまち☆かたの

　全国に知られる七夕を、星のまち☆かたのの価値の象徴としてキャッ
チコピー化し、利便性が格段に向上した交野を全国とつなげ、世界を大
きく拓く。ゆるキャラ、シンボルマークの効果的な多用によって、誰も
が交野といえばすぐにイメージが湧くまでCI を高め、市民の楽しみと
誇りを手に入れる。
※  CIとは、シティー・アイデンティティーの頭文字で、誰もが分かるその
まち特有の価値として、広く内外に認知させていく手法のことです。

経済戦略 隅から隅まで
交野つながりで自立

　CI 戦略を活かして、事業活動が活発に起こる
環境を創出する。こうして生まれるさまざまな
活動、労働に、あらゆる人、とりわけ福祉目的で
の関わりの機会を創出し、誰にも実感できる活
動の機会と居場所のある、ほどよい自立を手に
入れる。

社会戦略 顔の見える化、
支え合う相互支援

　顔が見える規模のまちの良さを最大限に活か
して、人と人が実際に気軽につながりあう関係
を生みだす。さらに、多様な活動相互が連携し
て取り組みを自主的に広げていく場としての中
間支援機能の創出・充実を図り、自分たちの手
で支え合う社会を手に入れる。

人財戦略 出会いで人を、
学びで力を

　まちの力は人の力。暮らしていく上で実際に
役に立つ、成長の過程におけるさまざまな学び
の場の連携と創出によって、交野で人が楽しく、
そして実感を持って育っていく環境を創出す
る。また、交野で育つ人が、次の世代を育ててい
く、そうした人のつながりが持続していくよう
な取り組みを進め、交野で暮らしたい、育ちた
いという人が増える人財豊かなまちを手に入れ
る。

環境戦略 美しく、やさしく、
楽しい環境

　自然や里ののどかさ、おいしい水など交野の
良さと直にふれあう機会を多様に創出して、交
野の環境の価値をみんなで認識し、配慮の心を
育てていく。そして、地域や市民・事業活動の
創意工夫で、四季折々に五感を楽しませる味わ
いのあるまちづくりを展開して、ずっと持続し
ていく心地よいまちの環境を手に入れる。

情報戦略 声を集め、生み、
伝え、広げる

　いろいろな所に、場や情報、人のネットワー
クを張り巡らして、小さな声から価値が生まれ、
課題が解決されていく環境を構築する。そして、
情報の編集能力を高め、分かりやすく効果的に
伝え広めて、市民の信頼を手に入れる。

役場戦略 市役所を役に立つ場に、
共治といえば交野

　市役所は縦にはスピード、横には柔軟な連携
が図れる組織へと変わり、常に多様な担い手と
ともに考え、行動する共治の環境を構築する。
そして、日常的に市役所など公共施設がより身
近な場となるよう開放し、人の集う役に立つ場
との評価を手に入れる。

7 つの
個別戦略
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市政のうごき

21年度の決算

問い合わせ　企画財政室財政担当
（℡  892・0121）

　

21
年
度
の
一
般
会
計
は
、
歳
入

総
額
が
２
２
４
億
２
６
１
８
万
３

千
円
、
歳
出
総
額
が
２
２
１
億
３

８
７
万
２
千
円
と
な
り
、
差
し
引

き
３
億
２
２
３
１
万
１
千
円
の
プ

ラ
ス
収
支
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
、
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
財
源
５
２
２
４
万
３
千
円
を

引
い
た
実
質
の
収
支
額
は
、
２
億

７
０
０
６
万
８
千
円
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、
今
年
は
基
金
（
貯
金
）

の
取
り
崩
し
を
行
わ
ず
に
、
収
支

が
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
引
き
続
く
景
気
低

迷
の
影
響
な
ど
か
ら
、
前
年
度
に

比
べ
、
市
税
が
２
億
２
２
３
３
万

８
千
円
減
少
し
ま
し
た
が
、
地
方

交
付
税
の
１
億
４
８
６
万
６
千
円

の
増
加
や
、
財
源
不
足
を
補
う
た

め
の
臨
時
財
政
対
策
債
の
借
り
入

れ
が
３
億
６
０
２
２
万
３
千
円
増

加
し
た
こ
と
な
ど
で
、
そ
の
減
少

分
を
カ
バ
ー
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、職
員
数
の
減
少
や
、

退
職
人
数
の
減
少
に
よ
り
退
職
手

当
が
減
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
件
費

が
２
億
２
９
７
７
万
６
千
円
減
少

し
ま
し
た
が
、
教
育
環
境
向
上
の

た
め
、
市
立
小
・
中
学
校
へ
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
導
入
し
た
こ
と
や
、
幼

児
園
を
含
む
耐
震
補
強
診
断
を
実

施
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
教
育

関
係
の
支
出
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

基
金
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
第

二
京
阪
道
路
環
境
監
視
基
金
を
設

置
し
、
２
億
７
５
２
１
万
３
千
円

を
積
み
立
て
た
こ
と
な
ど
で
、
積

立
基
金
残
高
は
増
加
し
、
29
億
７

２
５
４
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

21
年
度
は
、
基
金
の
取
り
崩
し

を
行
わ
な
か
っ
た
な
ど
、
前
年
度

に
比
べ
財
政
状
況
が
少
し
改
善
さ

れ
ま
し
た
が
、
根
幹
収
入
で
あ
る

市
税
収
入
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

や
、
土
地
開
発
公
社
健
全
化
や
学

校
耐
震
化
な
ど
の
問
題
が
山
積
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
長
期
的
に

は
依
然
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

今
後
も
、
財
政
健
全
化
に
向
け
、

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

一
般
会
計
歳
入（
単
位
：
千
円
）

項　目 21年度 前年度 対前年度 対前年比
市税 9,619,156 9,841,494 △ 222,338 97.7%
地方譲与税・
各種交付金 1,206,532 1,276,927 △ 70,395 94.5%

地方交付税 2,612,479 2,507,613 104,866 104.2%
分担金及び負担金 293,722 284,857 8,865 103.1%
使用料及び手数料 337,917 307,269 30,648 110.0%
国庫支出金 3,531,510 1,791,352 1,740,158 197.1%
府支出金 1,175,865 1,104,602 71,263 106.5%
財産収入 53,139 126,016 △ 72,877 42.2%
繰入金 300 201,570 △ 201,270 0.1%
市債 2,803,369 1,824,826 978,543 153.6%
その他 792,194 494,537 297,657 160.2%
合　計 22,426,183 19,761,063 2,665,120 113.5%

※ 市債のうち、21 年度の約 11 億 4,000 万円、前年度の約 4億 6,000 万円は借
換債で、それぞれ当該年度の歳出に同額計上されています。

※ その他のうち、21年度の 1億円、前年度の 1億円は土地開発公社への無利子
貸付を行った返還金です。

一
般
会
計
歳
出（
単
位
：
千
円
）

項　目 21年度 前年度 対前年度 対前年比
議会費 256,798 264,899 △ 8,101 96.9%
総務費 3,592,820 2,545,850 1,046,970 141.1%
民生費 6,661,897 6,252,132 409,765 106.6%
衛生費 2,024,208 1,693,842 330,366 119.5%
土木費 1,378,436 1,266,024 112,412 108.9%
消防費 590,413 630,683 △ 40,270 93.6%
教育費 2,325,862 2,205,172 120,690 105.5%
公債費 5,084,650 4,322,882 761,768 117.6%
諸支出金 62,186 283,381 △ 221,195 21.9%
その他 126,602 141,163 △ 14,561 89.7%
合　計 22,103,872 19,606,028 2,497,844 112.7%

※ 公債費のうち、21年度の約 11 億 4,000 万円、前年度の約 4億 6,000 万円は
借換債で、それぞれ当該年度の歳入に同額計上されています。

歳　入
224 億 2,618 万 3千円

▽  景気低迷の影響で、市税は減
少。これを地方交付税や市債
がカバー

▽  国庫支出金のうち、約 12 億
円は定額給付金給付に、約
4,600 万円は子育て応援特
別手当給付にかかる費用

歳　出
221 億 387 万 2千円

主な事業

▽  ［民生費］定額給付金事業＝
11億 8,570 万円

▽  ［衛生費］インフルエンザ接
種委託料＝ 2,300 万 1千円

▽  ［土木費］河内森駅バリアフ
リー化補助金＝ 3,177 万 1
千円

▽  ［教育費］学校耐震二次診断
委託料＝ 8,394 万 7千円
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市税の内訳（単位：千円） 基金（貯金）残高（単位：千円） 市債（借金）残高（単位：千円）

市政のうごき

市民税
（個人・法人） 5,009,263

固定資産税 3,428,806
都市計画税 769,799
市町村たばこ税 334,144
軽自動車税 77,144
合　計 9,619,156

一般会計基金 2,972,540
※複数の基金の合計額です。

一般会計債 29,281,978
下水道事業債 8,571,198
介護保険会計債 16,938
公共用地先行取得
事業会計債 2,668,700

合　計 40,538,814
※水道分は除きます。
※ 上記の他、土地開発公社に205億5,100
万円の借り入れがあります。

歳入総額：68億 3,070 万 8 千円
歳出総額：68億 8,095 万 9 千円
差し引き：　 △ 5,025 万 1 千円

　21 年度末の国民健康保険加入者数
は 1万 9,425 人（0.81％増）、世帯数
は 1万 772 世帯（1.59％増）で、医療
費の 1人あたりの費用額は、一般被保
険者で 29 万 8,138 円（3.66％増）で
した。

歳入（単位：千円） 歳出（単位：千円）
項　目 決算額 項　目 決算額

国民健康保険料 1,673,411 総務費 128,397
使用料及び手数料 185 保険給付費 4,798,660
国庫支出金 1,555,476 後期高齢者支援金等 839,000
療養給付費交付金 348,272 前期高齢者納付金等 2,385
前期高齢者交付金 1,669,549 老人保健拠出金 72,826
府支出金 281,752 介護納付金 284,123
共同事業交付金 755,312 共同事業拠出金 681,180
財産収入 30 保健事業費 41,666
繰入金 536,356 諸支出金 4,435
諸収入 10,365 前年度繰上充用金 28,287
合　計 6,830,708 合　計 6,880,959

歳入総額：  15 億 4,741 万　　円
歳出総額：  22 億 9,327 万 7 千円
差し引き：△7億 4,586 万 7 千円

　翌年度への繰り越し 50万円を含む
実質差し引きは、△ 7億 4,636 万 7千
円です。

歳入（単位：千円） 歳出（単位：千円）
項　目 決算額 項　目 決算額

使用料及び手数料 1,117,774 下水道費 642,884
国庫支出金 12,000 公債費 847,537
繰入金 342,000 前年度繰上充用金 802,856
諸収入 22,336 合　計 2,293,277
市債 53,300
合　計 1,547,410
※ 21年度末の下水道普及率は 93.8％、水洗化率は 97.7％です。

交野市 早期健全化
基準

財政再生
基準20年度 21 年度

実質赤字比率 － － 12.9％ 20.0％
連結実質赤字比率 － － 17.9％ 40.0％
実質公債費比率 15.5％ 16.2％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 323.6％ 304.5％ 350.0％
資金不足比率
（水道事業） － － 20.0％

資金不足比率
（下水道事業） － － 20.0％

※ 実質赤字比率、連結実質赤字比率は黒字のため、また、資金不足
比率は資金不足が発生していないため、「－」と表示しています。

※ 将来負担比率・資金不足比率については、財政再生基準の設定は
ありません。

　前年度と比べて、将来負担比率は地方債現在高の減少により、19.9％改善されています。一方、実質公債費比
率は標準財政規模の減少により 0.7％悪化しています。交野市は、すべての比率が早期健全化基準を下回りまし
たが、依然財政が厳しいことに変わりなく、さらなる健全化に努めます。

実質赤字比率
　 一般会計などを対象とした実質赤字の標
準財政規模に対する比率
連結実質赤字比率
　 全会計を対象とした実質赤字（または資金
不足）の標準財政規模に対する比率
実質公債費比率
　 一般会計などが負担する元利償還金およ
び準元利償還金の標準財政規模に対する
比率
将来負担比率
　 一般会計などが将来負担すべき実質的な
負債の標準財政規模に対する比率
資金不足比率
　 公営企業ごとの資金の不足額の事業の規
模に対する比率

21 年度健全化判断比率

会計別決算

国民健康保険特別会計

下水道事業特別会計
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歳入総額：8,718 万 9 千円
歳出総額：   452 万 2 千円
差し引き：8,266 万 7 千円

　20 年 4月から後期高齢者医療制度
へ移行したため、20 年 3月診療分が
最後となっています。受給件数は 143
件で、1件あたりの費用額は3万1,730
円、公費負担額は2万9,325円でした。

歳入（単位：千円） 歳出（単位：千円）
項　目 決算額 項　目 決算額

支払基金交付金 2,266 総務費 84
繰入金 6,295 医療諸費 4,210
諸収入 11,085 諸支出金 228
繰越金 67,543 合　計 4,522
合　計 87,189

老人保険特別会計

歳入総額：38億 1,994 万 6 千円
歳出総額：37億 5,276 万 7 千円
差し引き：　　  6,717 万 9 千円

　歳入では、65 歳以上の人の保険料
の徴収率は 98.93% でした。介護サー
ビスに使われた費用は、昨年度と比べ
9％の増加となりました。

介護保険特別会計 歳入（単位：千円）
項　目 決算額

介護保険料（65歳以上の人） 929,275
国庫介護給付負担金・補助金等① 644,774
支払基金介護給付費交付金等②（40～64歳の人の保険料） 1,059,672
府介護給付費負担金等③ 526,439
市介護給付費繰入金等 445,811
その他（総務費繰入金・前年度繰越金など） 213,975
合　計 3,819,946
※①～③は、概算受領額のため、翌年度精算です。

歳出（単位：千円） 決算額
介護給付諸費小計（介護サービスのための費用） 3,313,762

要介護 1～ 5の
人が対象

居宅介護サービス給付費（福祉用具購入・住宅改修費などを含む）
施設介護サービス給付費
居宅介護サービス計画給付費（ケアプランの費用）

（1,723,448）
（1,207,651）
（156,142）

要支援 1・2の
人が対象

居宅支援サービス給付費（福祉用具購入・住宅改修費などを含む）
居宅支援サービス計画給付費（ケアプランの費用）

（202,478）
（24,043）

特定入所者介護サービス費（施設などでの食費・居住費） 115,667
高額介護サービス費（利用料が一定額を超えた場合に返ってくる費用） 60,024
地域支援事業費（介護予防・包括的支援事業など） 52,141
その他（審査支払手数料・基金積立金・総務費など） 211,173
合　計 3,752,767

歳入総額：6億 5,910 万 4 千円
歳出総額：6億 3,896 万 2 千円
差し引き：　　2,014 万 2 千円

　21 年度の年平均被保険者数は
6,115 人で、1人あたりの平均保険料
は 8万 5,518 円でした。

歳入（単位：千円） 歳出（単位：千円）
項　目 決算額 項　目 決算額

後期高齢者医療保険料 519,775 総務費 35,967
使用料及び手数料 69 後期高齢者医療

広域連合納付金 602,464
繰入金 116,660
繰越金 16,048 諸支出金 531
国庫支出金 6,552 合　計 638,962
合　計 659,104

後期高齢者医療特別会計

歳入総額：8億 3,845 万 2 千円
歳出総額：8億 3,845 万 2 千円
差し引き：　　　　　　　0円

　21 年度は、土地開発公社から 7億
9,622 万 2千円の買い戻しを行いまし
た。

歳入（単位：千円） 歳出（単位：千円）
項　目 決算額 項　目 決算額

繰入金 42,452 事業費 796,222
市債 796,000 公債費 42,230
合　計 838,452 合　計 838,452

公共用地先行取得事業特別会計
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区　分 一般会計 国民健康
保険特別会計

下水道事業
特別会計

老人保健
特別会計

介護保険
特別会計

公共用地
先行取得事業
特別会計

後期高齢者
医療特別会計

歳
入

予算現額 23,520,781 7,458,487 2,247,213 4,765 3,950,228 1,432,488 706,417
執行済額 11,378,972 2,460,893 662,685 83,545 1,748,026 59,957 287,970
執行率 48.4% 33.0% 29.5% 1753.3% 44.3% 4.2% 40.8%

歳
出

予算現額 23,520,781 7,458,487 2,247,213 4,765 3,950,228 1,432,488 706,417
執行済額 9,653,649 3,387,375 1,459,245 22 1,615,576 59,957 213,601
執行率 41.0% 45.4% 64.9% 0.5% 40.9% 4.2% 30.2%

22 年度会計別予算執行状況〈22年 9月末現在〉（単位：千円）

21 年度　交野市土地開発公社の決算
　21年度の事業は、新たな公有地取得事業はなく、
保有している公有地の管理と処分を行いました。
　公有地の処分については、第二京阪道路沿道整備
区域用地のほか7事業用地（面積5,587.53平方㍍）
を 12億 5,670 万 7,849 円で市に売却しました。
　その結果、21年度末の公社保有地の面積は 8万
8,657.74 平方㍍で、保有額は208億 328万 4,228
円となりました。
　損益については、市の土地開発公社経営健全化計
画に沿った買い戻しにより、3,621 万 6,269 円の
当期純利益を計上し、前年度繰越準備金と合わせ、

準備金は 5億 9,550 万 2,067 円となりました。
　事業運営資金の確保については、借入金の借入利
率が低率であることを原則とし、金融機関への利息
などの節減を図りました。今後も、より一層の計画
的な買い戻しなどを市に要望するとともに、管理経
費の節減や公社保有地の暫定活用に努め、健全化を
進めます。
■借入金（長期）の状況
借入額　205億 5,100 万円
利　率　1.35%～ 1.875％
問い合わせ　土地開発公社（℡  892・0121）

貸借対照表（単位：円）
資産の部 負債の部

科目（款・項） 金額 科目（款・項） 金額
流動資産 21,153,164,92621,153,164,926 流動負債 2,041,5002,041,500
　現金及び預金 349,880,698 　預り金 1,908,000
　未収金 0 　前受金 133,500
　公有用地 15,587,283,136 固定負債 20,551,000,00020,551,000,000
　代替地 5,216,001,092 　長期借入金 20,551,000,000
有形固定資産 378,641378,641 負債の部合計 20,553,041,50020,553,041,500
　車両その他運搬具 240,318 資本の部
　その他 138,323 資本金 5,000,0005,000,000

　基本財産 5,000,000
準備金 595,502,067595,502,067
　前期繰越準備金 559,285,798
　当期純利益 36,216,269
資本の部合計 600,502,067600,502,067

合　計 21,153,543,56721,153,543,567 合　計 21,153,543,56721,153,543,567

損益計算書（単位：円）
費用の部 収益の部

科目（款・項） 金額 科目（款・項） 金額
事業原価 1,230,285,0161,230,285,016 事業収益 1,256,707,8491,256,707,849
　公有地取得事業原価 1,230,285,016 　公有地取得事業収益 1,256,707,849
販売費及び一般管理費 4,850,7124,850,712 事業外収益 14,747,82714,747,827
　販売費及び一般管理費 4,850,712 　受取利息 457,682
事業外費用 103,679103,679 　雑収益 14,290,145
　支払利息 103,679
当期純利益 36,216,26936,216,269
合　計 1,271,455,6761,271,455,676 合　計 1,271,455,6761,271,455,676
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教室名（定員） とき・ところ 講師
（敬称略） 参加費

成人木彫り教室（25人） 第 1・3火曜日 19:00 ～ 21:00
青年の家

平研
手島康夫

前半分  6,500 円
後半分  7,800 円

手編み教室

初心者（30人） 第 2・4水曜日 10:00 ～ 12:00
青年の家 兵藤純子

松尾きみえ
新治満智子経験者（30人） 第 2・4水曜日 13:00 ～ 15:00

青年の家

星田西（20人） 第 1・3水曜日 10:00 ～ 12:00
星田西体育施設

兵藤純子
在田恭子

水彩画教室
Aコース（25 人） 第 2・4木曜日 10:00 ～ 12:00

青年の家 大西善和

Bコース（25 人） 第 2・4木曜日 13:00 ～ 15:00
青年の家 春木直子

油絵教室（20人） 第 2・4水曜日 10:00 ～ 12:00
青年の家 南郷達史

トールペイント教室
水曜クラス（20人）第 2・4水曜日 10:00 ～ 12:00青年の家

西島奈穂子
金曜クラス（20人）第 2・4金曜日 10:00 ～ 12:00青年の家

着物着付教室Ⅰ〈4～ 5月〉（20 人） 毎週金曜日 10:00 ～ 12:00
武道館 野田文代 8回分  5,200 円

茶道（表千家）教室Ⅰ〈4～ 9月〉（20 人） 第 2・4土曜日 10:00 ～ 12:00武道館 松井利華 10回分  9,000 円

文化教室
スポーツ教室

問い合わせ　体育文化協会（℡  892・7721）

■
文
化
教
室

　

今
年
度
か
ら
、
文
化
教
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へ
の
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募
方
法
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わ
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ま
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。
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文化教室

市政のうごき
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教室名（定員）・対象 と　き ところ 講師（敬称略） 参加費

子ども体育教室1（30人）
小学1・2年生

毎週水曜日
15:30～16:45

第1児童
センター 小川淑子 前半分  5,500円

後半分  6,600円

幼児体育教室（20人）
4歳児（4月1日時点）

毎週水曜日
16:00～17:00 青年の家 松田京子、中村敏子 前半分  7,500円

後半分  9,000円

親子体育教室（20人）
2・3歳児とその親（4月1日時点）

毎週火曜日
10:30～11:30 青年の家 中村敏子、新谷理恵

前半分15,000円
後半分18,000円
（親1人子1人）

ジュニア器械体操教室
　小学1～6年生
※ 初参加の人はAから

A（35人）毎週土曜日09:10～10:20

青年の家

米永富美子、植屋正美

前半分  7,500円
後半分  9,000円

B（35人）毎週土曜日10:25～11:35 米永富美子、植屋正美

C（35人）毎週土曜日11:40～12:50 米永富美子、杉本進

女性体育教室
市内在住・在勤の
18歳以上の女性

1（60人）毎週木曜日10:00～12:00 いきいき
ランド交野

青山香織

2（60人）毎週金曜日10:00～12:00 吉永美津子

3（50人）毎週木曜日10:00～12:00
星の里
いわふね 吉永美津子

4（40人）毎週水曜日10:00～12:00
星田西
体育施設 竹平富美子

5（30人）毎週水曜日10:00～12:00
第1児童
センター 藤原稔子

壮年レクリエーション教室
市内在住・在勤の壮年

1（60人）毎週月曜日10:00～12:00

いきいき
ランド交野

松田京子

2（60人）毎週水曜日13:00～15:00 松村君枝

3（60人）毎週金曜日13:00～15:00 吉永美津子

4（50人）毎週月曜日10:00～12:00
星の里
いわふね 藤原稔子

エアロビクス教室（50人）
市内在住・在勤の18歳以上の女性

毎週木曜日
13:15～14:35

いきいき
ランド交野 平井真裕子

さわやか体操教室（40人）
市内在住・在勤の18歳以上の女性

毎週木曜日
10:00～12:00

星田西
体育施設 長谷川和子

健康ウオーク教室（30人）
市内在住・在勤の18歳以上の人

水曜日（月2回）
10:00～12:00 武道館 松田京子 前半分  4,000円

後半分  4,800円

気功教室（50人）
市内在住・在勤の18歳以上の人

毎週水曜日
13:30～15:00

いきいき
ランド交野 松田京子

前半分  7,500円
後半分  9,000円

真向法教室（50人）
市内在住・在勤の18歳以上の人

毎週木曜日
10:00～12:00 青年の家 竹綱芽生、出水幸子

太極拳教室（60人）
市内在住・在勤の18歳以上の人

毎週水曜日
14:00～15:30 武道館 松田日佐子、栗原陽子

浦上恒子、迫川愛子

スポーツ教室

市政のうごき
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学習指導要領の改訂により
夏休みを7日間短縮

問い合わせ　指導課（℡  810・0522）

　

確
か
な
学
力
を
確
立
し
「
生
き

る
力
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
ざ

し
て
、
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ

れ
ま
し
た
。小
学
校
で
は
来
年
度

か
ら
、
中
学
校
で
は
24
年
度
か
ら

全
面
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
改
訂
に

伴
う
授
業
時
間
数
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
児
童
・
生
徒
の
1
日

の
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
教
育

課
程
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
部

活
動
の
時
間
を
確
保
す
る
必
要
か

ら
、
夏
休
み
の
短
縮
が
望
ま
し
い

と
判
断
し
、
次
の
よ
う
に
決
定
し

ま
し
た
。

① 

夏
休
み
は
７
月
21
日
〜
８
月
24

日
②
第
２
学
期
は
８
月
25
日
か
ら

③
給
食
は
９
月
１
日
か
ら

※ 

８
月
25
日
〜
31
日
は
、
午
前
中

の
授
業
の
み
で
、
給
食
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
学
校
創
立
記
念
日
も
授

業
を
行
い
ま
す
。

　

全
市
立
小
・
中
学
校
に
は
エ
ア

コ
ン
が
整
備
さ
れ
、
夏
も
快
適
に

学
習
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
ゆ
と
り
あ
る
時
間
割

で
、
学
力
向
上
と
と
も
に
豊
か
な

心
と
健
や
か
な
体
の
育
成
を
図
り

ま
す
。

福祉に関する計画
にご意見を

問い合わせ　社会福祉課
（℡  893・6400）

　

市
は
、
共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ

く
り
を
目
ざ
す「
地
域
福
祉
計
画
」

と
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
促

進
す
る
「
母
子
家
庭
等
自
立
促
進

計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

地
域
福
祉
計
画
の
行
動
計
画
で
あ

る
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
計
画
の
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
案
に
対
す
る
み
な

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

案
件
名

▽ 

第
２
期
交
野
市
地
域
福
祉
計
画

及
び
第
２
期
母
子
家
庭
等
自
立

促
進
計
画（
案
）

▽ 

第
２
期
交
野
市
地
域
福
祉
活
動

計
画（
案
）

案
の
閲
覧
場
所

▽ 

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１
階　

社

会
福
祉
課
、
３
階　

社
会
福
祉

協
議
会

▽ 

市
役
所
本
館
２
階　

情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー

▽ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲 

覧
・
意
見
の
募
集
期
間　

２
月

14
日（
月
）
〜
３
月
15
日（
火
）

意
見
を
提
出
で
き
る
人

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

▽ 

市
内
に
事
業
所
（
事
務
所
）
を

有
す
る
人
・
法
人
・
団
体

▽ 

市
内
に
あ
る
事
業
所（
事
務
所
）

に
勤
務
す
る
人

▽ 

市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

▽ 

市
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
人
・

法
人
・
団
体

▽ 

そ
の
他
、
こ
の
案
件
に
利
害
関

係
が
あ
る
人

意 

見
の
提
出
方
法　

意
見
書
に

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
持

参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
〒
５

７
６

－

０
０
３
４　

天
野
が

原
町
５

－

５

－

１　

社
会
福

祉
課
（
℻  
８
９
１
・
６
２
４
１ 

e-m
ail:syakai@

city.kata 
no.osaka.jp

）

※ 

い
た
だ
い
た
意
見
は
公
表
（
個

人
情
報
除
く
）
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、
意
見
に
対
し
、

個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

市政のうごき

出初式で表彰
　1月9日（日）、第四中学校校庭で開かれた消防出初式で、
優良分団・永年勤続などの消防団員に、表彰・感謝状が贈
られました。受賞されたのは、次のみなさんです。（順不同・
敬称略・（　）内は分団名）
■優良分団表彰＝私市分団
■市長功労章＝中角馨（倉治）、上谷秀男（私部）
■永年勤続章（30年）＝大門千晃（森）、大門俊晃（森）
■ 永年勤続章（20年）＝金尾喜太郎（倉治）、吉川功（倉治）、
奥西久仁春（倉治）、大西正男（私部）、東高志（私部）、井
戸雄治（私部）、田中義治（寺）、野田明男（私市）、横田博
信（星田）
■ 永年勤続章（10年）＝谷克浩（郡津）、厚主和雅（倉治）、
北尾勝美（私部）、東野勝哉（私部）、森健一（私部）、西政
樹（私部）、畠山浩二（寺）、畠中俊和（寺）、仲谷倫由（私市）、
向井昌博（星田）、島村孝（星田）、堀田清昭（星田）
■ 市長・団長連名感謝状（退団者）＝橘内冨美男（私部）、
吉田幸喜（私部）、矢寺重敏（私部）、大門寿男（森）、山添
健治（寺）、山添博朗（寺）、笠井昭博（寺）、田中五十四（星
田）、中村昭広（星田）
■ 団長功労章＝伊藤雄一郎（郡津）、上野和彦（寺）、柳本敏
広（星田）
■ 団長精勤章＝脇浩二（郡津）、刀禰哲哉（倉治）、東高志（私
部）、津熊茂（寺）、木村謙太郎（私市）、飯田薫己（星田）
問い合わせ　消防本部総務課（℡  892・0011）
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所得税の申告

問い合わせ　枚方税務署（℡  844・9521）

■
所
得
税
の
確
定
申
告

　

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
、
毎

年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
１
年

間
に
生
じ
た
す
べ
て
の
所
得
金
額

と
、
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
の
額

を
計
算
し
、申
告
書
を
提
出
し
て
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

税
で
納
め
た
税
金
な
ど
の
過
不
足

を
精
算
す
る
手
続
き
で
す
。

　

１
年
分
の
所
得
金
額
と
税
額
を

正
し
く
計
算
し
、
早
め
に
申
告
と

納
税
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

告
・
相
談
受
付
期
間　

２
月
16

日（
水
）〜
３
月
15
日（
火
）

※ 

土
・
日
曜
日
は
閉
庁
し
て
い
ま

す
が
、
２
月
20
日
（
日
）・
27
日

（
日
）は
開
庁
し
ま
す
。

※ 

還
付
申
告
と
な
る
人
は
、
２
月

16
日
以
前
で
も
申
告
書
を
提
出

で
き
ま
す
。

※ 

期
限
の
3
月
15
日
に
近
づ
く
に

つ
れ
、混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

と 

こ
ろ　

枚
方
税
務
署
（
枚
方
市

大
垣
内
町
２

－

９

－

９
）

※ 

申
告
書
は
郵
便
や
信
書
便
に
よ

る
送
付
ま
た
は
税
務
署
の
時
間

外
収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り
提

出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta. 

go.jp

）
を
確
認
す
る
か
、
枚
方

税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
市
内
の
申
告
会
場

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
自
分

で
作
成
で
き
る
よ
う
、
次
の
と
お

り
申
告
会
場
を
設
け
ま
す
。

※ 

不
動
産
や
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

得
・
贈
与
税
の
申
告
相
談
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。税
務
署
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
還
付
申
告
専
用
会
場

と 　

き　

２
月
２
日
（
水
）
〜
15

日
（
火
）〈
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
〉
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
、午
後
１
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
3
階　

中

会
議
室

▽
確
定
申
告
会
場

と 　

き　

２
月
16
日
（
水
）
〜
28

日（
月
）〈
土
・
日
曜
日
を
除
く
〉

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
午
後

１
時
〜
3
時
30
分

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
3
階　

中

会
議
室

※ 

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。

※ 

い
ず
れ
も
混
雑
の
状
況
に
よ

り
、
早
め
に
受
付
を
終
了
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
説
明
会
の
中
止

　

所
得
税
の
確
定
申
告
説
明
会
は

開
催
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■ 

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）を
使
う
と
、

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申

告
が
で
き
ま
す
。

　

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）
か
ら
簡
単
に

手
続
き
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

市・府民税の申告

問い合わせ　税務室（℡  892・0121）

　

23
年
度
市
府
民
税
の
申
告
受
付

を
、次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
は
所
得
税
の

確
定
申
告
に
か
か
る
相
談
・
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
。枚
方
税
務
署
へ

相
談
・
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

▽ 

3
月
1
日(

火)

〜
15
日(

火)

〈
土
・
日
曜
日
を
除
く
〉
午
前

9
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後

1
時
〜
５
時
＝
市
役
所
別
館
3

階　

中
会
議
室

▽ 

3
月
10
日(

木)

午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分
、
午
後
1
時
〜

4
時
30
分
＝
星
田
会
館

※ 

い
ず
れ
の
会
場
も
駐
車
場
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。

※ 

郵
送
で
の
申
告
も
受
け
付
け
ま

す
。（
郵
送
先
：
〒
5
7
6

－

8
5
0
1
〈
住
所
記
入
不
要
〉

税
務
室
市
民
税
係
）

申
告
に
必
要
な
も
の

▽ 
市
・
府
民
税
申
告
書
（
申
告
会

場
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
）

▽
印
鑑

▽ 

給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
が

わ
か
る
明
細
書
な
ど

▽ 

生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
の

支
払
額
の
証
明
書
、
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
な
ど

※ 

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

は
、
市
・
府
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

市
・
府
民
税
申
告
書
は
、
証
明

書
の
発
行
資
料
や
国
民
健
康
保

険
の
算
定
資
料
な
ど
に
も
な
り

ま
す
。22
年
中
に
課
税
さ
れ
る

所
得
が
な
か
っ
た
人
で
も
必
要

な
場
合
は
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121℡  892・0121

本
　
　
館

 　市長公室、企画財政室、
　総務課、人事課、税務室、
　市民総合窓口担当、市民課、
　国民健康保険課、こども室、
　商工観光課、議会事務局、
　会計室、行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　市長公室、環境保全課、
　都市計画課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、学校給食課 ℡  810・8010
　指導課 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　お客様サービス課、
　新浄水施設整備室

℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430℡  893・0430
ファミリー・サポート・センター ℡  893・0757℡  893・0757

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

間違い電話が増えています。おかけ間違いのないようご注意ください。

ア
ウ
ト
ド
ア

カ
ワ
セ
ミ
観
察
会

と 　

き　

２
月
20
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
正
午
ご
ろ〈
雨
天
中
止
〉

集　

合　

午
前
９
時
に
私
市
駅

内 　

容　

天
野
川
（
私
市
駅
前
〜

逢
合
橋
付
近
）
で
カ
ワ
セ
ミ
を

観
察
し
、
周
辺
の
野
鳥
な
ど
も

観
察
す
る

参
加
費　

無
料

服 　

装　

歩
き
や
す
い
服
・
靴

持 

ち
物　

お
茶
、あ
れ
ば
双
眼
鏡
・

野
鳥
図
鑑

指　

導　

交
野
野
鳥
の
会

申
し
込
み　

当
日
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー文　

化

ブ
ン
ブ
ン
劇
場

と 　

き　

２
月
６
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

倉
治
図
書
館
２
階　

視

聴
覚
室

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

演　

目　

人
形
劇
「
す
い
ー
っ
と

　

す
い
ー
っ
と
」、う
た
あ
そ
び

演　

者　

劇
団「
お
い
〜
で
」

定　

員　

１
０
０
人
程
度

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

倉
治
図
書
館

ふ
れ
あ
い

ゲ
ー
ム
と
映
画
会

　

青
少
年
指
導
員
と
一
緒
に
、
楽

し
い
ゲ
ー
ム
と
映
画
で
遊
び
ま
し

ょ
う
。

と 　

き　

２
月
13
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
40
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

※ 

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。

内　

容

▽ 

ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム
の
部
（
午
前

10
時
〜
正
午
、
３
階
展
示
活
用

室
、
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル
・
交

流
ホ
ー
ル
）
＝
プ
ラ
板
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
づ
く
り
、
手
作
り
お
も

ち
ゃ
、
将
棋
、
囲
碁
、
オ
セ
ロ
、

射
的
、風
船
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
な
ど

▽ 

ふ
れ
あ
い
映
画
の
部
（
４
階
交

流
ホ
ー
ル
）
＝
映
画
「
ト
イ
・

ス
ト
ー
リ
ー
３
」（
午
後
１
時

10
分
〜
３
時
）、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
（
午
後
３
時
10
分
〜
３

時
40
分
）

※ 

昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

参
加
費　

無
料

主 　

催　

青
少
年
指
導
員
会
、
青

少
年
健
全
育
成
連
絡
交
野
市
民

会
議

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

アウトドアアウトドア

　 カワセミ観察会
文　化文　化

　 ブンブン劇場
　 ふれあいゲームと映画会
教　育教　育

　 安全な登下校にご協力ください
人　権人　権

　 人権擁護委員のみなさん
スポーツスポーツ

　 介護予防・高齢者スポーツ講習会

  自動車文庫の巡回日程
  青少年コーナー



(15)23.02.01
※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

自動車文庫「ブンブン号」の巡回日程

ステーション名 時　間 曜
日
２
月
３
月
４
月
５
月
６
月
７
月

こどもゆうゆう
センター前 13:15～13:45

水

9
23

9
23

6
20 18

1
15
29
13私市山手

ちびっこ広場前 14:15～15:00

星田西体育施設前 15:30～16:30
郡津駅前（松塚公園）14:00～15:00 2

16

2
16
30

13
27
11
25

8
22 6

藤が尾 15:30～16:30

星田会館横 13:30～14:00

木

10
24
10
24

7
21 19

2
16
30
14妙見坂

（松下中央児童公園）14:15～15:15

南星台公園 15:30～16:30

妙見東（中公園北）13:30～14:00
3
17

3
17
31

14
28
12
26

9
23 7星田山手 3丁目 14:30～15:15

星田山手 1丁目 15:30～16:30

※ 5月 4日・5日は、祝日のため運休します。
問い合わせ　倉治図書館か、青年の家図書室

　今月は青少年指導員会主催の「ふれあいゲー
ムと映画会」が行われます。
　この催しのタイトルにある「ふれあい」とい
う言葉。「相互の交流により気持ちが通い合う」
という意味があるようです。では、いつから一
般に使われるようになったのでしょうか。
　調べてみると、1970 ～ 80 年代にかけてと
ありました。この頃は、それまでの大家族が一
般的だった社会から、核家族が一般的になり、
個人主義的な風潮が高まった時期でもありま
す。もしかすると、人とのふれあいが希薄にな
ったため、その大切さに気付いてできた言葉だ
ったのかもしれません。
　この催しを通じ、ほんの少しでも、大人も子
どももふれあえる場を提供できればと思って
います。
問い合わせ　青少年育成課

青少年コーナー青少年コーナー
ふれあいふれあい

教　

育

安
全
な
登
下
校
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

子
ど
も
の
交
通
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
学
校
で
交
通
指

導
や
安
全
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
近
年
、
全
国
各
地
で
登
下
校

時
の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

小
学
校
の
登
下
校
時
間
は
お
お

む
ね
次
の
と
お
り
で
す
。

　

登
下
校
時
間
に
車
を
運
転
す
る

人
は
、
交
通
マ
ナ
ー
の
遵
守
と
、

安
全
運
転
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

登 

校
時
間　

午
前
８
時
〜
８
時
30

分
下 

校
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時
30

分
問
い
合
わ
せ　

学
校
管
理
課

人　

権

人
権
擁
護
委
員
の

み
な
さ
ん

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
区
町
村

長
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

交
野
に
は
８
人
の
委
員
が
い
ま

す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
に
、
人
権
に
つ
い
て
関
心

を
持
ち
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
「
こ
れ

は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
感
じ
た
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市 

内
の
人
権
擁
護
委
員（
順
不
同
、

敬
称
略
）

▽ 

平
山
学（
天
野
が
原
町
）

　

℡  
８
９
２
・
１
７
９
７

▽ 

栗
原
清
美
子（
妙
見
坂
）

　

℡  
８
９
２
・
０
５
７
０

▽ 

仲
谷
紀
子（
私
市
）

　

℡  
８
９
１
・
１
２
８
８

▽ 

有
家
勲（
倉
治
）

　

℡  
８
９
３
・
０
０
３
０

▽ 

木
下
信
一（
星
田
）

　

℡  
８
９
２
・
８
８
９
３

ス
ポ
ー
ツ

介
護
予
防
・
高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
健
康

を
保
ち
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

３
月
７
日
（
月
）
〜
11

日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午〈
雨

天
中
止
〉

と 
こ
ろ　

天
野
川
緑
地
公
園
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場

対 　

象　

市
内
在
住
で
65
歳
以
上

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者

定 　

員　

先
着
40
人

参
加
費　

無
料

※
用
具
は
用
意
し
ま
す
。

講 　

師　

交
野
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月

７
日（
月
）か
ら
高
齢
介
護
課

▽ 

松
田
茂
夫（
郡
津
）

　

℡  
８
９
２
・
５
４
８
６

▽ 

杦
井
學（
森
南
）

　

℡  
８
９
１
・
５
４
５
５

▽ 

北
田
照
夫（
私
部
）

　

℡  
８
９
１
・
９
３
０
６

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
人
権
政

策
担
当

人権イメージキャラクター
人KENまもる君



23.02.01 (16)

福　

祉

※広告の掲載については㈱宣成社（℡  06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

子
ど
も
手
当
の
支
給

　

子
ど
も
手
当
は
、
中
学
校
修
了

（
15
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
）

ま
で
の
子
ど
も
の
養
育
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

手
当
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
現
在
、
手
当
を
受
け
て

い
る
人
が
、
次
に
該
当
し
た
と
き

は
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▽ 

転
入
し
た
と
き
（
転
出
予
定
日

の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
）

▽
転
出
し
た
と
き（
海
外
も
含
む
）

▽ 

出
生
な
ど
で
児
童
が
増
え
た
と

き
（
出
生
日
の
翌
日
か
ら
15
日

以
内
）

▽
公
務
員
に
な
っ
た
と
き

▽ 
児
童
と
監
護
・
生
計
関
係
が
な

く
な
っ
た
と
き

▽ 

そ
の
他
、
支
給
要
件
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
と
き

■
手
当
の
定
時
払
い

　

子
ど
も
手
当
の
定
時
払
い
は
２

月
15
日
（
火
）
で
す
。22
年
10
月
〜

23
年
１
月
分
の
手
当
を
支
給
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

た
ち
の
交
流
会

　

卒
業
式
や
入
学
式
に
欠
か
せ
な

い
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
り
な
が
ら
、

楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

３
月
13
日
（
日
）
午
前

10
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

学
び
の
部
屋

定　

員　

30
人

※ 

親
子
参
加
歓
迎
。小
さ
い
子
ど

も
は
保
育
し
ま
す
。

参 

加
費　

１
人
５
０
０
円
（
弁
当

代
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

４
日
（
金
）
ま
で
に
社
会
福
祉

課
母
子
家
庭
の
母
の
た
め
の
准

看
護
師
試
験
受
験
対
策
講
座

　

准
看
護
師
学
校
養
成
所
の
受
験

対
策
講
座
（
国
語
・
数
学
・
面
接

指
導
な
ど
）を
開
講
し
ま
す
。

と 　

き　

４
月
16
日
（
土
）
〜
12

月
17
日
（
土
）
の
毎
週
土
曜
日

〈
全
32
回
〉
午
前
11
時
〜
午
後

３
時

と 

こ
ろ　

関
西
看
護
医
療
予
備
校

天
王
寺
校

対 　

象　

府
内
在
住
（
大
阪
市
・

堺
市
を
除
く
）
の
児
童
扶
養
手

当
受
給
水
準
に
あ
る
母
子
家
庭

の
母
で
、全
日
程
出
席
で
き
る
人

定　

員　

20
人

受
講
料　

無
料

教
材
費　

５
万
２
５
０
０
円

申 

し
込
み
期
限　

３
月
16
日（
水
）

〈
消
印
有
効
〉

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
阪

府
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
℡   

06
・
６
７
６

２
・
９
４
９
８
）

い
い
で
し
ょ
こ
の
ま
ち

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と 　

き　

２
月
27
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

テ 

ー
マ　
「〝
お
互
い
さ
ま
〞
か
ら

は
じ
め
る
地
域
の
見
守
り
・
声

か
け
活
動
〜
山
ナ
リ
エ
の
ま
ち

が
は
じ
め
た
『
ご
き
げ
ん
さ
ん

活
動
』
〜
」

参
加
費　

無
料

コ 

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

種
智
院
大

学　

山
下
裕
史
さ
ん
（
天
野
が

原
町
在
住
）

パ 

ネ
ラ
ー　

府
介
護
支
援
課　

寺

内
謙
元
さ
ん
、
星
田
山
手
区
長

渡
邉
省
三
さ
ん
、
旭
小
学
校
区

福
祉
委
員
会
委
員
長　

窪
田
泰

之
さ
ん
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

Ｃ
Ｓ
Ｗ
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

福　祉福　祉

　 子ども手当の支給
　 母子家庭のお母さんたちの交流会
　 母子家庭の准看護師受験対策講座
　 いいでしょこのまちシンポジウム
　 献血にご協力を
　税　税

　 税の障がい者控除
保険・年金保険・年金

　 老人医療の一部負担金助成申請
環　境環　境

　 生活排水対策推進月間

［広告］



(17)23.02.01
※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

献
血
に
ご
協
力
を

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

と 　

き　

３
月
１
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
別
館

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

税
の
障
が
い
者
控
除

　

65
歳
以
上
で
、
身
体
障
が
い
者

手
帳
や
療
育
手
帳
・
精
神
障
が
い

者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人
で
も
、
同
等
の

障
が
い
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
場

合
は
、
所
得
税
や
住
民
税
の
障
が

い
者
控
除
の
対
象
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

22
年
中
に
次
の
い
ず
れ
か
の
状

態
に
該
当
し
、
こ
の
控
除
を
受
け

よ
う
と
思
う
人
は
、
ま
ず
認
定
が

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
高
齢
介
護

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
常
に
寝
た
き
り
の
状
態
の
人

▽ 

精
神
上
の
障
が
い
で
日
常
生
活

　

税

に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
症

状
・
行
動
が
あ
り
、
意
思
疎
通

が
困
難
で
介
護
が
必
要
な
人

▽ 

大
阪
府
障
が
い
者
自
立
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
、
知
的
障

が
い
者（
軽
度
・
中
度
・
重
度
）

判
定
に
準
ず
る
人

▽ 

身
体
障
が
い
者
手
帳
（
１
〜
６

級
）の
障
が
い
に
準
ず
る
人

※ 

今
回
（
22
年
中
の
状
況
）
申
請

し
た
場
合
は
、
22
年
分
の
確
定

申
告
な
ど
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課 

保
険
・
年
金

老
人
医
療
の

一
部
負
担
金
助
成
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
３
月
１
日
か
ら
老
人
医
療
制

度
（
医
療
費
の
窓
口
負
担
の
一
部

助
成
）
の
受
給
資
格
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
医
療
証

の
交
付
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い

（
代
理
申
請
可
）。

▽ 

３
月
末
現
在
に
満
65
歳
以
上
の

人
で

① 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

② 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

⑤ 

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級

に
該
当
す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※ 「
老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相

当
額
等
一
部
助
成
）
医
療
証
」

（
黄
色
）
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

該
当
し
ま
せ
ん
。

持 

ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
の
該
当
を
証
明
す
る
も
の

（
患
者
票
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
民

総
合
窓
口
担
当

環　

境

生
活
排
水
対
策

推
進
月
間

　

川
な
ど
の
水
の
汚
れ
の
原
因
は

約
８
割
が
ト
イ
レ
や
台
所
、
お
風

呂
や
洗
濯
な
ど
、
日
常
か
ら
出
る

「
生
活
排
水
」
に
よ
る
も
の
で
、
そ

の
影
響
は
特
に
２
月
を
中
心
と
し

た
冬
季
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

府
は
２
月
を
「
生
活
排
水
対
策

推
進
月
間
」
と
し
、
生
活
排
水
を

で
き
る
だ
け
き
れ
い
に
流
す
取
り

組
み
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み

▽ 

食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作

り
、
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う

▽ 

食
器
や
フ
ラ
イ
パ
ン
、
鍋
な
ど

の
汚
れ
は
、
紙
な
ど
で
ふ
き
取

っ
た
り
、
ヘ
ラ
で
か
き
取
っ
て

か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う

▽ 

石
け
ん
、
洗
剤
、
シ
ャ
ン
プ
ー

な
ど
は
適
量
を
使
い
ま
し
ょ
う

▽ 

台
所
で
は
、
水
切
り
袋
を
使
い

ま
し
ょ
う

　

ま
た
、
飲
食
店
や
旅
館
な
ど
で

も
、
日
ご
ろ
か
ら
水
の
汚
れ
を
減

ら
す
た
め
の
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

生 

活
排
水
対
策
に
関
す
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

p
re
f.o
sa
ka
.jp
/ka
n
kyo 

hozen/sei-hai/
問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課 生活排水対策

イメージキャラクター
かっぱ忍者せせらぎ

［広告］ ［広告］［広告］
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環　

境

※広告の掲載については㈱宣成社（℡  06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

環　境環　境

　 牛乳パックリサイクルにご協力を
　 エコショップをご利用ください
くらしくらし

　 府営住宅申込書の配布
　 市民課からのお知らせ
　 入札参加希望者申請
　 おわびと訂正

牛
乳
パ
ッ
ク
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
リ
サ
イ

エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
は
、
積
極
的
に
ご
み
減
量
に

取
り
組
ん
で
い
る
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ

（
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
宣
言
店
）
の
普
及
・
拡
大
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
包
装
紙

や
袋
な
ど
の
簡
素
化
に
よ
る
簡
易

包
装
の
推
進
や
、
空
き
缶
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
使
い
捨
て
容
器

を
使
用
し
た
製
品
販
売
の
自
粛
、

び
ん
な
ど
の
不
要
に
な
っ
た
各
種

容
器
の
回
収
な
ど
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
も
「
牛
乳
パ
ッ
ク
・

ト
レ
ー
な
ど
の
回
収
に
協
力
す

る
」「
再
生
品
を
使
用
し
た
エ
コ

マ
ー
ク
商
品
を
選
ぶ
」
な
ど
、
ご

み
減
量
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

回収場所 回収時間
イズミヤ交野店

営業時間中

エーコープ近畿星田店
関西スーパー
河内磐船店
スーパーツジトミ
スーパーラッキー交野店
大丸ピーコック星田店
トップワールド星田店
万代郡津店
市役所本館 平日 9:00 ～ 17:30
倉治図書館 随　時
青年の家 随　時
星田出張所 平日 9:00 ～ 17:00
ゆうゆうセンター 開館時間中
松塚ふれあい館 随　時
向井田自治会集会所 随　時
神宮寺 2-9-24
（宮本さん宅）

月・木曜日
9:00 ～ 16:00

行殿自治会倉庫 毎月最終日曜日
9:00 ～ 10:00

妙見東自治会館 随　時
南星台 4丁目公園 随　時

く
ら
し

府
営
住
宅

申
込
書
の
配
布

配 

布
期
間　

２
月
１
日
（
火
）
〜

８
日（
火
）〈
土
・
日
曜
日
を
除
く
〉

市 

内
の
配
布
場
所　

市
役
所
本
館

１
階
受
付
、
市
役
所
本
館
２
階

市
長
公
室
広
聴
広
報
担
当
、
星

田
出
張
所
、ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

受 

付
期
間　

２
月
１
日
（
火
）
〜

８
日（
火
）〈
消
印
有
効
〉

※ 

詳
し
く
は
、
申
込
書
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

市
長
公
室
広
聴
広

報
担
当 

ク
ル
連
絡
会
が
、
牛
乳
パ
ッ
ク
な

ど
を
拠
点
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
を
出
す
と
き

は
、
軽
く
水
洗
い
を
し
て
切
り
開

き
、
乾
か
し
て
か
ら
左
表
の
市
内

拠
点
回
収
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問 

い
合
わ
せ　

循
環
型
社
会
推
進

室

市
内
の
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ

▽
万
代
郡
津
店

▽
ス
ー
パ
ー
ラ
ッ
キ
ー
交
野
店

▽
万
代
倉
治
店

▽
大
丸
ピ
ー
コ
ッ
ク
星
田
店

▽
エ
ー
コ
ー
プ
近
畿
星
田
店

▽
関
西
ス
ー
パ
ー
河
内
磐
船
店

▽
イ
ズ
ミ
ヤ
交
野
店

▽
ビ
ッ
グ
サ
ン

▽
関
西
ス
ー
パ
ー
倉
治
店

問 

い
合
わ
せ　

循
環
型
社
会
推
進

室

［広告］
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市
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
土
曜
日
も
住
民
票
な
ど
を
発
行

　

毎
週
土
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝

日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
正
午
に
、

住
民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど
の
発
行

業
務
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
内
）
で
行

っ
て
い
ま
す
。気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

取 

り
扱
い
業
務　

住
民
票
・
印
鑑

証
明
・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
・

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
の
発

行
※ 

戸
籍
謄
本
な
ど
の
発
行
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

■
本
人
確
認
に
ご
協
力
を

　

不
正
請
求
防
止
の
た
め
、
住
民

票
な
ど
の
交
付
申
請
時
に
、
運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
で
の
本
人

確
認
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
住
基
カ
ー
ド
の
ご
利
用
を

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真

付
き
カ
ー
ド
）
は
、
顔
写
真
付
き

の
本
人
確
認
書
類
と
し
て
便
利
で

す
。

有 

効
期
限　

10
年

申
請
に
必
要
な
も
の

▽ 

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
２
点
）

▽
印
鑑

▽ 

写
真
付
き
カ
ー
ド
の
場
合
は
写

真
（
縦
45
㍉
×
横
35
㍉
、
無
帽
、

正
面
、無
背
景
）

▽
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

交
付
に
必
要
な
も
の

▽ 

照
会
回
答
書
（
申
請
後
、
市
が

郵
送
し
た
も
の
。後
日
受
け
取

り
の
場
合
に
持
参
）

▽ 

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
２
点
）

▽
手
数
料
５
０
０
円

※ 

照
会
回
答
書
で
の
カ
ー
ド
受
け

取
り
は
、午
後
５
時
ま
で
で
す
。

※ 

即
日
交
付
は
、
本
人
が
、
官
公

署
発
行
の
写
真
付
き
本
人
確
認

書
類
と
、
さ
ら
に
も
う
１
点
本

人
確
認
書
類
を
持
参
の
上
、
午

後
４
時
30
分
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

交
付
は
本
人
に
手
渡
し
が
原
則

で
す
。け
が
や
病
気
で
来
庁
で

き
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

申 

請
窓
口　

市
役
所
本
館
１
階　

市
民
課
、星
田
出
張
所

■
電
子
証
明
書
の
交
付
申
請

　

電
子
証
明
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
っ
て
確
定
申
告
な
ど
を

す
る
と
き
に
必
要
で
す
。希
望
す

る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限　

３
年

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
住
基
カ
ー
ド

▽ 

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
）

▽
手
数
料
５
０
０
円

※ 

即
日
交
付
は
、
本
人
が
、
官
公

署
発
行
の
写
真
付
き
本
人
確
認

書
類
を
持
参
の
上
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

代
理
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
、
代
理
人
の
写
真
付
き
本
人

確
認
書
類
や
、本
人
の
委
任
状
・

印
鑑
証
明
な
ど
が
必
要
に
な
り

ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申 

請
窓
口　

市
役
所
本
館
１
階　

市
民
課
（
星
田
出
張
所
で
は
行

え
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ　

市
民
課

23
・
24
年
度

入
札
参
加
希
望
者
申
請

　

市
や
水
道
局
が
発
注
す
る
建
設

工
事
や
設
計
委
託
、
物
品
の
購
入

な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

業
者
は
、
入
札
参
加
資
格
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.katano.

osaka.jp/kakka/soum
u/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

市
と
水
道
局
の
申
請
は
一
本
化

し
て
い
ま
す
。

申 

請
期
間　

２
月
１
日
（
火
）
〜

28
日（
月
）

問 

い
合
わ
せ　

総
務
課
か
、
水
道

局
総
務
課

お
わ
び
と
訂
正

　
「
広
報
か
た
の
」
１
月
１
日
号

16
㌻
「
新
浄
水
場
・
ポ
ン
プ
場
の

名
称
決
ま
る
」
の
記
事
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

誤
り
は
施
設
名
提
案
者
の
「
坂

本
良
子
さ
ん
」で
、
正
し
く
は「
坂

元
良
子
さ
ん
」で
す
。

　

お
わ
び
し
、訂
正
い
た
し
ま
す
。

問 
い
合
わ
せ　

水
道
局
新
浄
水
施

設
整
備
室

住民基本台帳カード見本

［広告］ ［広告］［広告］
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く
ら
し

※広告の掲載については㈱宣成社（℡  06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

くらしくらし

　 まちときどきカエル参加者募集
　 くらしの市民講座
　 借金返済に困ったときの相談会
　 まちづくりラウンドテーブル
　 司法書士日曜無料法律相談
　 調停相談
しごとしごと

　 おおさか在宅ワーク支援ナビ
　 採用に関する奨励金
　 雇用促進住宅
求　人求　人

　 23 年度アルバイト登録者

ま
ち
と
き
ど
き
カ
エ
ル

参
加
者
募
集

　

ま
ち
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、

生
き
方
や
仕
事
に
つ
い
て
、
小
学

生
と
大
人
が
一
緒
に
学
ぶ
共
同
作

業
で
す
。参
加
者
に
は
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

※ 

昼
休
み
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
玉
手
箱
と
、
お
も
ち
ゃ
作

り
も
し
ま
す
。

と 　

き　

３
月
５
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
２
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

小
学
生
と
大
人

定 　

員　

小
学
生
50
人
、
大
人
は

小
学
生
の
参
加
人
数
程
度

持 

ち
物　

は
さ
み
、
新
聞
紙
（
１

日
分
）、ご
み
袋
、昼
食

申 

し
込
み　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・

ｅ
メ
ー
ル
に
①
住
所
②
氏
名
③

電
話
番
号
④
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
任
意
）
⑤
学
校
名
・
学
年
（
小

学
生
の
み
）
を
記
入
し
、
２
月

２
日（
水
）か
ら
、〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

企
画
財
政
室
企
画

担
当
（
℻  
８
９
１
・
５
０
４
６

e
-m
a
il:k
ik
a
k
u
@
c
ity
.

katano.osaka.jp

）

※ 

電
話
で
の
受
け
付
け
も
可
能
で

く
ら
し
の
市
民
講
座

　

身
の
回
り
の
製
品
の
安
全
に
つ

い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

２
月
25
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

テ 

ー
マ　
「
く
ら
し
の
中
の
か
く

れ
た
危
険
」

対　

象　

市
民

定　

員　

先
着
30
人

講 　

師　

製
品
安
全
評
価
技
術
基

盤
機
構
製
品
安
全
セ
ン
タ
ー
参

事　

堀
井
良
一
さ
ん

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月

１
日（
火
）か
ら
商
工
観
光
課

※ 

手
話
通
訳
が
必
要
な
人
は
、
２

月
17
日（
木
）ま
で
に
、
フ
ァ
ク

ス
（
８
９
１
・
５
０
４
６
）
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

借
金
返
済
に

困
っ
た
と
き
の
相
談
会

と 　

き　

３
月
12
日
（
土
）・
13

ま
ち
づ
く
り

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

気
軽
に
意
見
を
交
換
し
合
う
井

戸
端
会
議
で
す
。

と 　

き　

２
月
27
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
１
階　

市

民
活
動
ル
ー
ム

問 
い
合
わ
せ　

市
長
公
室
市
民
活

動
推
進
担
当

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
30
分

と 

こ
ろ　

エ
ル
・
お
お
さ
か
南
館

内 　

容　

総
合
相
談（
法
律
相
談
・

生
活
福
祉
相
談
・
就
職
相
談
）、

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

相
談
時
間（
１
件
あ
た
り
）

▽ 

総
合
相
談
＝
90
分
以
内
（
別
途

受
付
15
分
）

▽ 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
＝
60
分
以

内
申 

し
込
み　

２
月
１
日
（
火
）
か

ら
府
民
お
問
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

（
℡  
＃
８
０
０
１
か
、
℡   

06
・

６
９
１
０
・
８
０
０
１
）

※ 

電
話
連
絡
が
困
難
な
人
は
、
フ

ァ
ク
ス
（
06
・
６
９
４
４
・
６

７
３
６
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

［広告］

す
。
２
月
２
日
に
定
員
を
超
え

た
と
き
は
抽
選
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

企
画
財
政
室
企
画

担
当
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23
年
度

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

　

市
の
事
務
補
助
ア
ル
バ
イ
ト
登

録
者
を
募
集
し
ま
す
。雇
用
の
必

要
が
あ
れ
ば
、
登
録
者
の
中
か
ら

条
件
に
合
っ
た
人
を
採
用
し
ま

す
。

対 　

象　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
人

登 

録
期
間　

登
録
し
た
日
〜
24
年

３
月
31
日

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
以
降

※ 

登
録
し
て
も
、
採
用
さ
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

賃　

金　

時
給
８
４
０
円

申 

込
用
紙
（
事
務
補
助
ア
ル
バ
イ

ト
登
録
申
請
書
）
の
配
布　

市

役
所
本
館
２
階
人
事
課
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド

申 

し
込
み　

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
持
参
か
郵
送
で

〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

人

事
課

問
い
合
わ
せ　

人
事
課

求　

人

雇
用
促
進
住
宅

　

雇
用
促
進
住
宅
と
は
、
公
共
職

業
安
定
所
の
紹
介
な
ど
に
よ
り
就

職
す
る
人
や
、
配
置
転
換
・
出
向

な
ど
で
通
勤
圏
外
の
た
め
住
居
の

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
な

ど
の
人
に
対
し
、
住
宅
の
確
保
を

図
る
こ
と
で
、
職
業
安
定
が
図
ら

れ
る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
が
認

め
る
人
が
利
用
で
き
る
住
宅
で

す
。

　

交
野
市
内
に
は
、
こ
の
雇
用
促

進
住
宅
が
、
私
部
地
区
と
東
倉
治

地
区
の
２
か
所
に
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

㈶
雇
用
振
興
協
会

お
お
さ
か

在
宅
ワ
ー
ク
支
援
ナ
ビ

　

府
は
、
内
職
・
在
宅
ワ
ー
ク
の

仕
事
を
し
た
い
人
と
、
そ
の
仕
事

を
発
注
し
た
い
企
業
と
の
仲
介
や

情
報
提
供
、
電
話
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

仕
事
の
発
注
を
考
え
て
い
る
企

業
な
ど
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大 

阪
在
宅
ワ
ー
ク
支
援
ナ
ビ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

http://osaka-
zaitaku-w

ork.com
/

問 

い
合
わ
せ　
（
社
福
）
大
阪
府

家
内
労
働
セ
ン
タ
ー
（
℡   
06
・

６
７
７
６
・
７
６
５
６
）

学
校
卒
業
後
３
年
以
内
の
人
を

採
用
し
た
事
業
所
に
奨
励
金

　

国
の
緊
急
雇
用
対
策
に
よ
り
、

「
平
成
20
年
以
降
に
学
校
を
卒
業

し
、
１
年
以
上
正
規
雇
用
歴
の
な

い
人
」
を
採
用
し
た
事
業
主
を
対

象
と
し
た
奨
励
金
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
奨
励
金
を
利

用
し
て
、
良
い
人
材
を
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
右
記
の
人
に
対
し
、
事

大
阪
支
所（
℡   

06
・
６
２
６
４
・

５
３
９
３
）

業
所
な
ど
へ
の
紹
介
を
含
む
職
業

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

▽ 

奨
励
金
関
係
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

枚
方
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
部
門

（
℡  
８
４
３
・
７
５
７
１
）

▽ 

職
業
相
談
関
係
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
枚
方
職
業
相
談
部
門
（
℡  
８

４
１
・
３
３
６
３
）

し
ご
と

司
法
書
士

日
曜
無
料
法
律
相
談

と 　

き　

２
月
６
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

と 

こ
ろ　

枚
方
市
市
民
会
館
（
枚

方
市
岡
東
町
８

－

33
）

内 　

容　

不
動
産
・
会
社
登
記
、

裁
判
手
続
き
、
成
年
後
見
、
相

続
・
遺
言
に
関
す
る
相
談
（
予

約
不
要
）

相
談
料　

無
料

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
司
法
書
士
会

（
℡   

06
・
６
９
４
３
・
６
０
９
９
）

調
停
相
談

と 　

き　

２
月
14
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

と 

こ
ろ　

北
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー

（
枚
方
市
大
垣
内
町
２

－
15

－

１
）

内 　

容　

民
事
（
交
通
事
故
・
土

地
建
物
・
金
銭
貸
借
な
ど
）、

家
事（
婚
姻
・
養
子
縁
組
・
認
知
・

離
婚
・
財
産
分
与
な
ど
）
に
関

す
る
相
談（
予
約
不
要
）

相
談
料　

無
料

相
談
員　

裁
判
所
調
停
委
員

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
簡
易
裁
判
所

（
℡  
８
４
５
・
１
２
６
１
）

［広告］
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選　

挙

③
住
所
・
電
話
番
号
④
保
育

希
望
の
有
無
を
記
入
し
、
２
月

８
日（
火
）〈
必
着
〉ま
で
に
、
〒

５
７
６

－

０
０
１
６　

星
田

３

－

10

－

８　

星
田
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
３
月
の
子
育
て
講
座

と 　

き　

３
月
３
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内 　

容　
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

〜
親
子
で
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
」

対 　

象　

３
月
３
日
現
在
、生
後
２

〜
６
か
月
の
子
ど
も
と
保
護
者

※ 

き
ょ
う
だ
い
の
同
伴
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

定 　

員　

８
組
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参 

加
費　

３
０
０
円
（
マ
ッ
サ
ー

ジ
オ
イ
ル
代
）

講　

師　

助
産
師

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
子
ど
も
の
生
年
月
日

③
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

２
月
16
日
（
水
）〈
必
着
〉
ま
で

に
、
〒
５
７
６

－

０
０
１
６　

星
田
３

－

10

－

８　

星
田
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

問 
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
６
０
・
７
１
９
３
）

子
育
て
講
座

（
星
田
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

■
２
月
の
子
育
て
講
座

と 　

き　

２
月
17
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時

内 　

容　
「
い
や
い
や
期
の
過
ご

し
方
」

対 　

象　

未
就
園
で
２
歳
の
子
ど

も
と
保
護
者

定 　

員　

20
組
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

※ 

保
育
（
人
数
制
限
あ
り
）
が
あ

り
ま
す
。

講 　

師　

心
理
発
達
相
談
員　

森

田
涼
子
さ
ん

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
子
ど
も
の
生
年
月
日

事 

業
名
称　

地
域
子
育
て
支
援
拠

点「
ひ
ろ
ば
型
」事
業

市 

が
負
担
す
る
費
用　

初
年
度
備

品
等
購
入
費
、
運
営
経
費
（
人

件
費
含
む
）

事
業
の
開
始
日　

４
月
１
日

募 

集
要
項
の
配
布
・
申
し
込
み　

２
月
１
日
（
火
）
〜
10
日
（
木
）

に
こ
ど
も
室
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
室

地
域
の
子
育
て

団
体
を
募
集

　

市
は
、
子
育
て
中
の
保
護
者
と

乳
幼
児
が
気
軽
に
集
い
交
流
す
る

場
を
提
供
す
る
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
中
学
校
区
ご
と
に
１
か
所
設

置
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
第
二
中
学
校
区
で
、
こ

の
事
業
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
た

だ
け
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

※
法
人
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

子
育
て

財
産
区
議
会
議
員
選
挙

　

５
月
13
日
任
期
満
了
と
な
る
倉

治
・
郡
津
・
星
田
・
私
市
・
森
・

寺
の
６
財
産
区
議
会
議
員
の
選
挙

を
行
い
ま
す
。

告
示
日　

４
月
19
日（
火
）

投
票
日　

４
月
24
日（
日
）

開 　

票　

４
月
24
日
（
日
）
午
後

9
時
〜
、
市
役
所
別
館
３
階　

中
会
議
室

■ 

立
候
補
予
定
者
説
明
会

と 　

き　

３
月
４
日
（
金
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
３
階　

第

１
委
員
会
室

※ 

立
候
補
に
必
要
な
書
類
を
渡
し

ま
す
の
で
、
立
候
補
予
定
者
ま

た
は
代
理
の
人
は
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

選　挙選　挙

　 財産区議会議員選挙
子育て子育て

　 地域の子育て団体を募集
　 子育て講座（星田）
　 子育て講座（交野市）
　 乳幼児の健診と相談
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 ぐんぐん教室
健　康健　康

　 星のまち歩く歩くDAY

［広告］

広報紙に広告を載せませんか
　「広報かたの」は事業所や自営業者のみなさ
んから有料広告を募集します。
　希望する広告主は、次の取り扱い業者に直接
お問い合わせください。
広告の大きさ　1枠＝縦45㍉×横 84㍉
※2枠を一体的に使うこともできます。
問い合わせ　㈱宣成社（℡   06・6222・7999）

※広告の掲載については㈱宣成社（℡  06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。
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星
の
ま
ち

歩
く
歩
く
Ｄ
Ａ
Ｙ

　

健
康
の
た
め
、
交
野
を
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

２
月
18
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
〈
小
雨

決
行
〉

集 　

合　

午
前
９
時
30
分
に
ゆ
う

ゆ
う
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関
前

コ 

ー
ス　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

－

須
彌
寺

－

住
吉
神
社

－

山

添
家

－

交
野
高
校

－

ゆ
う
ゆ

う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
興
味

が
あ
る
人

※ 

自
分
の
体
力
、体
調
を
チ
ェ
ッ
ク

し
た
上
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
状
態
が
す
ぐ
れ
な
い
人
は
、

参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

服 　

装　

歩
き
や
す
い
服
装
、靴
、

帽
子

持 

ち
物　

健
康
手
帳
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、雨
具
な
ど

※ 

健
康
手
帳
が
な
い
人
に
は
、
当

日
お
渡
し
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課 

健　

康

ぐ
ん
ぐ
ん
教
室

　

ふ
れ
あ
い
遊
び
、
離
乳
食
、
赤

ち
ゃ
ん
の
発
達
な
ど
、
子
育
て
の

基
本
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
内
容

① 

３
月
４
日
（
金
）
午
前
９
時
45

分
〜
正
午
＝
親
子
の
ふ
れ
あ
い

遊
び
と
交
流

② 

３
月
８
日
（
火
）
午
後
１
時
〜

３
時
30
分
＝
離
乳
食
講
習
会

（
保
育
あ
り
）

③ 

３
月
18
日
（
金
）
午
前
９
時
45

分
〜
正
午
＝
発
達
の
道
す
じ
に

つ
い
て（
保
育
あ
り
）

と 

こ
ろ　

①
星
田
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
〈
星
田
保
育
園

内
〉、
②
③
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ

ー
２
階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

は
い
は
い
の
こ
ろ
（
お

お
む
ね
生
後
６
〜
12
か
月
）
の

乳
児
と
保
護
者

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

②
の
み
２
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
お
む

つ
、
お
尻
拭
き
ナ
ッ
プ
、
飲
み

物（
お
茶
・
ミ
ル
ク
な
ど
）

※ 

３
月
８
日
は
、筆
記
用
具
と
エ
プ

ロ
ン
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月

７
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課 

ピ
ヨ
ピ
ヨ

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

３
月
１
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

※ 
４
か
月
児
健
診
と
共
催
で
、
両

方
と
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課 

乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

■
４
か
月
児
健
診

と　

き　

３
月
１
日（
火
）

対 　

象　

22
年
10
月
11
日
〜
11
月

10
日
生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

２
月
15
日（
火
）

対 　

象　

21
年
７
月
生
ま
れ
の
幼

児
■
３
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

２
月
９
日（
水
）

対 　

象　

19
年
７
月
生
ま
れ
の
幼

児
※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
０

時
50
分
〜
２
時
で
す
。

■
育
児
相
談

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
・
対
象

▽
０
歳
児
＝
２
月
23
日（
水
）

▽
１
歳
児
＝
２
月
４
日（
金
）

時 　

間　

午
前
９
時
15
分
〜
10
時

15
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

子
育
て
講
座

（
交
野
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

■
２
月
子
育
て
講
座
①

と 　

き　

２
月
16
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

内　

容　
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ガ
」

対 　

象　

２
月
16
日
現
在
、
妊
娠

20
週
以
降
で
、
医
師
・
助
産
師

の
許
可
を
得
た
人
。切
迫
早
産

の
兆
候
の
な
い
人

定　

員　

８
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

助
産
師　

岸
本
玲
子
さ

ん
申 

し
込
み　

電
話
・
来
所
で
同
セ

ン
タ
ー

■
２
月
の
子
育
て
講
座
②

と 　

き　

２
月
28
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
正
午

内 　

容　
「
お
母
さ
ん
が
描
く
、

我
が
子
の
似
顔
絵
講
座
」。
子

ど
も
の
無
邪
気
な
表
情
や
透
き

通
っ
た
ま
な
ざ
し
。子
ど
も
た

ち
の
今
を
パ
ス
テ
ル
で
描
き
と

め
て
み
ま
せ
ん
か

対 　

象　

生
後
２
〜
５
か
月
の
子

ど
も
と
保
護
者

定 　

員　

10
組
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費　

無
料

講 　

師　

似
顔
絵
作
家　

一
色
亜

貴
子
さ
ん

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①

保
護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
②
子
ど
も
の
生
年
月

日
③
住
所
④
電
話
番
号
を
記

入
し
、
２
月
18
日
（
金
）〈
消
印

有
効
〉
ま
で
に
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－

５　

交
野
市
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

※ 

い
ず
れ
も
き
ょ
う
だ
い
の
保
育

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
１
０
・
８
２
７
０
）
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健　

康

健　康健　康

　 勤労者健康管理セミナー
　 生涯学習大学
　 からだスッキリ！ステーション
　 シェイプアップ 22
　 頭と身体の元気度知ろう会
　 センター健（検）診追加募集
　 特定健診の期限
　 予防接種の期限
　 成人歯科健診の期限
　 保健所だより

  耳より健康コラム

頭
と
身
体
の

元
気
度
知
ろ
う
会

　

自
分
の
元
気
度
を
一
度
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
・
内
容

▽ 

３
月
３
日
（
木
）
＝
頭
の
元
気

度（
も
の
忘
れ
）測
定

▽ 

３
月
10
日
（
木
）
＝
身
体
の
元

気
度（
体
力
）測
定

※ 

２
日
参
加
が
基
本
で
す
が
、
１

日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

時 　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

対 　

象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

市
民

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月

３
日（
木
）か
ら
健
康
増
進
課 

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
22

　

冬
の
減
量
の
落
と
し
穴
「
食
べ

過
ぎ
」と「
動
か
な
過
ぎ
」に
決
別

し
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

２
月
28
日
（
月
）
午
後

１
時
15
分
〜
３
時
50
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

内 　

容　

体
重
な
ど
の
計
測
、
メ

タ
ボ
の
基
礎
知
識
・
改
善
の
コ

ツ
の
話
、な
が
ら
体
操

対 　

象　

お
な
か
ま
わ
り
が
気
に

な
る
人
、血
圧
、血
糖
値
、脂
質

を
改
善
し
た
い
人

定　

員　

35
人

参
加
費　

無
料

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

持
ち
物　

筆
記
用
具
、健
康
手
帳

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月

知
症
の
予
防
と
治
療
〜
認
知
症

に
な
ら
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

と
は
？
」

定　

員　

先
着
60
人

受
講
料　

無
料

講 　

師　

摂
南
大
学
薬
学
部
薬
学

科
長　

荻
田
喜
代
一
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
ｅ
メ
ー
ル
で
、
①

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
を
、

２
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
社
会

教
育
課（
℻  
８
９
２
・
１
７
０
０

e
-m
a
il:sya

kyo
u
@
c
ity.

katano.osaka.jp

）

第
５
回
生
涯
学
習
大
学

摂
南
大
学
交
野
セ
ミ
ナ
ー

　

認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

日
頃
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

２
月
24
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

テ 

ー
マ　
「
健
康
に
生
き
る
〜
認

な
ど
の
値
が
気
に
な
る
人
、
健

康
の
た
め
に
何
か
始
め
よ
う
と

思
っ
て
い
る
人
、
良
い
生
活
習

慣
の
継
続
が
難
し
い
人

定　

員　

各
35
人

参
加
費　

無
料

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

持
ち
物　

筆
記
用
具
、健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

増
進
課 

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
！

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

減
量
し
た
の
に
ま
た
太
っ
て
し

ま
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

正
し
く
減
量
す
る
コ
ツ
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

と　

き　

２
月
28
日（
月
）

▽ 

１
部
＝
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

30
分

▽ 

２
部
＝
午
前
10
時
45
分
〜
11
時

45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

内 　

容　

計
測
で
体
チ
ェ
ッ
ク
、

体
に
い
い
話
、体
操

対 　

象　

血
圧
・
血
糖
値
・
脂
質

勤
労
者
健
康
管
理
セ
ミ
ナ
ー

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
」

と 　

き　

２
月
23
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

守
口
市
立
中
央
公
民
館

４
階　

第
３
会
議
室
（
守
口
市

京
阪
本
通
２

－

14

－

１
）

内　

容

▽ 

講
演
「
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ

き
あ
お
う
」

▽ 

実
践
「
や
っ
て
み
よ
う
リ
ラ
ッ

ク
ス
法
」

定　

員　

先
着
50
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

大
阪
府
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー　

杉
山
恵
美
子

さ
ん（
講
演
）、安
部
紫
さ
ん（
実

践
）

主 　

催　

北
河
内
７
市
、
府
総
合

労
働
事
務
所

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

守
口

市
産
業
労
働
課
（
℡   

06
・
６
９

９
２
・
１
４
９
０　

℻  
06
・
６

９
９
２
・
１
２
９
０
）
か
、
府

総
合
労
働
事
務
所
（
℡   
06
・
６

９
４
６
・
２
６
０
６
）

21
日
（
月
）
ま
で
に
健
康
増
進

課 
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※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

　一般的に、高血圧は特別な症状が出ないこと
が多く、サイレントキラー（静かな殺し屋）とも
呼ばれ、日本では成人の 40%が高血圧で、予備
群の人を含めると 70％になるといわれていま
す。
　高血圧が続くと動脈硬化が進行し、さまざま
な臓器に影響を与えます。高血圧予防でまずし
なければならないのは、この動脈硬化をなくす
ことです。
　予防法としては、「食事の内容や塩分の摂り方
を改善する」「ウオーキングなど適度な運動を取
り入れる」「生活習慣の改善により、適正体重に
すること」「十分な睡眠をとる」「たばこをやめ
る」などです。
　高血圧は、多くの要因が重なってあらわれる
症状なので、１つでも要因を減らすことが予防
につながります。
問い合わせ　健康増進課

耳より健康コラム
高血圧の予防

前
相
談

■ 

飲
料
水（
井
戸
水
）の
検
査（
有
料
）

と 　

き　

毎
週
月
〜
水
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午

■
検　

便（
有
料
）

と
き
・
内
容

①
毎
週
月
〜
水
曜
日
＝
腸
内
細
菌

②
毎
週
月
〜
木
曜
日
＝
寄
生
虫
卵

時　

間　

午
前
９
時
〜
正
午

■ 

室
内
空
気
検
査
（
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
な
ど
）（
有
料
、予
約
制
）

■
医
療
相
談

と 　

き　

毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所

（
℡  
８
７
８
・
１
０
２
１
） 

（
有
料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録（
予
約
制
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時
30
分

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■
結
核
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■ 

特
定
疾
患（
難
病
）相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■
犬
の
引
き
取
り（
有
料
）

と 　

き　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５

時
※ 
要
印
鑑
・
身
分
証
明
書
、
要
事

保
健
所
だ
よ
り

（
２
月
分
）

■
肝
炎
検
査（
無
料
・
予
約
制
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
10
時

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査（
無
料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■ 

梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査

▽ 

Ｍ
Ｒ
第
３
期
＝
９
年
４
月
２
日

〜
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽ 

Ｍ
Ｒ
第
４
期
＝
４
年
４
月
２
日

〜
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※ 

そ
の
他
の
定
期
予
防
接
種
（
Ｂ

Ｃ
Ｇ
、
３
種
混
合
、
Ｄ
Ｔ
２
期

な
ど
）
は
、
対
象
年
齢
内
の
人

で
あ
れ
ば
、
４
月
１
日
か
ら
接

種
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

22
年
度

予
防
接
種
の
期
限

　

22
年
度
の
接
種
期
間
は
３
月
28

日
（
月
）
ま
で
で
す
。次
の
対
象
者

は
期
間
を
過
ぎ
る
と
任
意
接
種

（
有
料
：
１
万
円
程
度
）
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽ 

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）

第
２
期
＝
16
年
４
月
２
日
〜
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

成
人
歯
科
健
診
の
期
限

　

受
診
期
限
は
２
月
28
日
（
月
）

で
す
。早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

対 　

象　

22
年
４
月
１
日
〜
23
年

３
月
31
日
に
40
・
50
・
60
・
70

歳
に
な
る
人

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

特
定
健
診
の
受
診
期
限

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
し
た
特
定
健
診
の
22
年
度

受
診
期
限
は
３
月
31
日
（
木
）
で

す
。
対
象
者
は
必
ず
受
診
し
、
自

分
の
体
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

対
象
者
に
は
22
年
４
月
に
受
診

券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。紛
失
し

た
な
ど
の
場
合
は
再
発
行
し
ま
す

の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対 　

象　

40
〜
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者

検 

診
内
容　

質
問
表
、
身
体
測
定

（
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲
）、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
尿
検

査
問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

セ
ン
タ
ー
健（
検
）診

追
加
募
集

　

３
月
分
の
セ
ン
タ
ー
健
（
検
）

診
に
若
干
の
空
き
が
あ
り
ま
す
の

で
、追
加
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
23
日（
水
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

健 

診
項
目　

特
定
健
診
（
国
保
加

入
者
の
み
）、
ぴ
ち
ぴ
ち
健
診
、

が
ん
検
診
（
胃
・
肺
・
大
腸
・

前
立
腺
・
乳
・
子
宮
）、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う

症
検
診
、結
核
検
診

※ 

健
診
項
目
に
よ
り
、
定
員
が
異

な
り
ま
す
。

※ 

対
象
・
費
用
な
ど
の
詳
細
は「
わ

が
家
の
健
康
管
理
」
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
は
、

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
対
象
者

は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
使
え
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課 
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祝

賞

新成人の新しい門出
　1月 10日（祝）、星の里いわふねで、成人式「二十
歳のつどい」が開かれ、新成人 598人が参加して希
望の門出を祝いました。
　式典では、新成人を代表して水内良さん（写真上）
が「新成人としての誇りを持って生きていきます」
と、決意を述べ、式典の後は久しぶりに再会する友
人との歓談を楽しみ、記念写真を撮り合っていまし
た。
　なお、市内の今年度の新成人は 813人（男性 436
人、女性 377人）です。

大舞台を目ざし馬を駆る
　12月 21日（火）、妙見坂在住の中学 1年生、宮脇健
也さんが中田市長を表敬訪問しました。
　宮脇さんは、8月 5日～ 8日に山梨県の馬術競技場
で開催された、第 34 回全日本ジュニア障害馬術大会
のチルドレンライダー選手権に出場し、87選手、延べ
102 頭の馬が参加する中、愛馬スマートシールととも
に優勝の栄冠に輝きました。
　宮脇さんは、「夢はオリンピックの舞台で世界の選手
と競い合うことです」と話してくれました。

南中ソーラン全国コンテストでグランプリ
　12 月 11 日（土）、奈良県の天理市民会館で南中
ソーラン・大和舞ばやしコンテストが開かれ、南中
ソーラン部門で長宝寺小学校区の小学生～高校生
で結成されたソーラン隊「宝」が、15団体の参加者
の中からグランプリを受賞しました。
　ソーラン隊「宝」の 47人は、荒れ狂う波の表現な
どを力いっぱい披露。グランプリ受賞に、涙を流し
て喜びを分かち合いました。
　隊の黒田睦さん（交野高 2年）は、「10月の大阪メ
チャハピー祭での学び座賞から念願の受賞続きで
うれしいです。これからも最高のソーランに挑戦し
続けます」と語ってくれました。

織女万葉歌碑の除幕式
　12月 23 日（祝）、星田妙見宮で、万葉歌碑の建立竣
工祭が行われ、約 80人が参加しました。
　この歌碑は、七夕伝説の継承地である星田妙見宮が、
5年後に創建 1200 年を迎えるにあたり、今後も永く
伝統を継承していくために建てられました。
　碑面の歌には、大伴家持の七夕の歌から「織女し　船
乗りすらし　まそ鏡　清き月夜に　雲立ち渡る」が選
ばれました。
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福

地元野菜の歳末大売り出し
　12月 29日（水）、藤が尾の農産物直売所で、歳末
大売り出しが行われ、約 250 人の買い物客でにぎ
わいました。
　大売り出しは、直売所が開く午前 9時には、長蛇
の列ができるほど大盛況。お正月用の野菜や花のほ
か、青年農業者グループ「菜菜クラブ」による地元野
菜を入れたたこ焼き「ベジタコ」の販売を行いまし
た。また、商品の購入者には、交野産大根をプレゼン
トしました。
　買い物客からは「安かったので満足。また来たい」
などの声がありました。

青年海外協力隊の表敬訪問
　12月 17 日 ( 金 )、青年海外協力隊の廣嶋亮一さ
ん（倉治）が市役所を訪れ、中田市長に西アフリカの
マリ共和国に派遣が決まったことを報告しました。
　廣嶋さんは、大学で学んだ農業知識を生かし、痩
せた土壌の改善指導を中心に、作物栽培や植林と連
携し、安定した食物の生産体系の確立を目ざします。
　「難しい試みですが、現地の人たちのために少し
でも改善して、何らかの結果を残してきたいです」
と意気込みを語ってくれました。

天野川をチューリップで彩る
　12 月 11 日（土）・18 日（土）、天野川緑地で、
有志の市民団体約 100 人がチューリップの球根
5,000 個を植え付けました。
　この球根は、オランダのキューケンホフ公園から
市に贈呈されたもので、参加者は花壇を空に見立
て、球根を天の川や星の形に植え付けていきまし
た。
　花が咲いた写真をオランダに送り、お礼に代える
予定です。

幸せな 1年を願う
　1月 11 日（火）、商売繁盛などを願い、交野戎の
福娘（写真下）と星田戎の福娘（写真上）が、市役所
を訪問し、「市民のみなさんが今年 1年幸せであり
ますように」との願いを込めて、中田市長に縁起物
を贈りました。
　また、1月 9日（日）～ 11日（火）、交野戎（住吉
神社）と星田戎（星田神社）が開かれ、多くの参拝者
でにぎわいました。



　

交
野
郷
土
史
か
る
た
を
地
区
別
に
紹
介
す
る
「
か
る
た
郷
土
史
め

く
り
」の
第
11
回
は
星
田
地
区
の
寺
院
を
紹
介
し
ま
す
。

　

星
田
地
区
に
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
寺
院
が
7
か
所
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
は
、
す
べ
て
の
人
は
ど
こ
か
の
お
寺
の
壇
家
に
な
ら
な
け

れ
ば
、
今
で
い
う
戸
籍
を
与
え
ら
れ
ず
、
結
婚
・
就
職
や
引
っ
越
し

な
ど
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

人
口
の
多
い
星
田
地
区
に
、た
く
さ
ん
の
お
寺
が
で
き
た
こ
と
は
、

そ
う
し
た
こ
と
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

す
る
と
き
に
祈
祷
料
を
支
払
う
祈

祷
檀
家
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
星
田
寺
は
、
定
期
的

な
収
入
を
得
る
こ
と
は
難
し
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

星
田
寺
は
星
田
村
の
宮
寺
で
、

星
田
神
社
と
一
体
と
な
っ
て
い
た

た
め
、
星
田
寺
と
星
田
神
社
の
両

方
を
星
田
寺
の
住
職
が
見
て
お

り
、
そ
の
経
営
は
な
か
な
か
大
変

な
よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
星
田
寺
で
も
祈
祷

料
の
他
の
収
入
と
し
て
、
富
く
じ

を
売
っ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ

り
ま
す
。

　

富
く
じ
と
は
、
現
在
の
宝
く
じ

常
的
に
供
養
料
を
支
払
う
菩
提
壇

家
と
は
異
な
り
、
何
か
を
お
祈
り

通
念
仏
宗
佐
太
来
迎
寺
（
現
在
の

守
口
市
）の
末
寺
で
し
た
。

　

薬
師
寺
で
は
専
従
の
住
職
が
い

な
い
時
期
が
多
く
、
法
要
な
ど
は

慈
光
寺
や
光
林
寺
の
住
職
が
務
め

て
い
ま
し
た
が
、
普
段
は
星
田
村

全
体
で
面
倒
を
見
て
い
た
寺
と
い

え
ま
す
。

　

薬
師
如
来
は
非
常
に
あ
り
が
た

い
仏
様
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
病

気
を
治
し
て
く
れ
、
別
名
を
大
医

王
仏
と
も
い
い
ま
す
。

　

昔
は
薬
師
如
来
に
お
祈
り
す
る

こ
と
が
大
切
な
医
療
行
為
と
な
っ

て
い
て
、
等
身
大
の
大
き
な
薬
師

土
史
め

く

り

郷

か
る
た

　

星
田
寺
の
歴
史
は
古
く
、
少
な

く
と
も
平
安
時
代
の
後
期
に
は
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
古
文
書
な
ど

で
確
認
で
き
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
星
田
寺
の
壇
家

は
、
先
祖
供
養
を
し
て
も
ら
い
恒

の
よ
う
な
も
の
で
、
集
ま
っ
た
お

金
は
寺
社
の
建
築
や
修
繕
の
た
め

に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

薬
師
寺
が
い
つ
建
て
ら
れ
た
の

か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
最
初
に
市
の
指
定
文
化
財
に

な
っ
た
薬
師
如
来
立
像
が
作
ら
れ

た
、
室
町
時
代
の
後
期
に
は
存
在

し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま

す
。

　

現
在
の
薬

師
寺
は
、浄
土

宗
智
恩
院
派

で
す
が
、江
戸

時
代
に
は
融

薬師如来立像

星田寺

星
田
地
区
編

其
之
二

23.02.01 (28)
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だ
か
ら
こ
そ
村
に
と
っ
て
、
無
く

て
は
な
ら
な
い
非
常
に
重
要
な
存
在

で
し
た
。

　

善
林
寺
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

（
西
本
願
寺
）の
寺
院
で
す
。

　

一
般
的
に
本
堂
は
南
向
き
に
建
て

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
善

林
寺
は
西
向
き
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

享
和
3
年
（
１
８
０
３
年
）
作
成

の「
星
田
村
明
細
書
」に
よ
れ
ば
、
善

林
寺
の
創
建
は
戦
国
時
代
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
、
創
建
当
初
は
、
枚
方
の

光
善
寺
の
末
寺
だ
っ
た
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、
善
林
寺
の

本
堂
は
光
善
寺
の
方
角
に
向
け
て
建

て
ら
れ
た
と
い
う
、
言
い
伝
え
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
寛
永
14
年
（
１
６
３
７
年
）

に
行
っ
た
検
地
に
つ
い
て
ま
と
め
た

「
河
内
国
交
野
郡
星
田
村
地
詰
帳
」

に
は
「
中
な
か
の
ど
う
じ
ょ
う

道
場
」
と
い
う
名
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
「
中
道
場
」
が
善
林
寺
の
前

身
で
、
地
元
の
人
た
ち
は
、
今
で
も

指
定
文
化
財
）
は
、
室
町
時
代
に

作
ら
れ
ま
し
た
。

　

千
体
仏
は
現
存
す
る
も
の
が

６
７
１
体
、
そ
の
う
ち
同
時
期
に

同
じ
手
法
で
造
ら
れ
た
薬
師
如

来
が
４
２
６
体
、
地
蔵
菩
薩
が

１
９
２
体
あ
り
、
そ
の
他
に
は
、

ど
こ
か
違
う
と
こ
ろ
か
ら
集
め
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
仏
像
が

い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

薬
師
如
来
は
、
現
在
の

病
気
や
け
が
を
治
し
て
く

れ
、
地
蔵
菩
薩
は
願
い
が

か
な
わ
ず
死
ん
で
し
ま
っ

た
人
た
ち
を
救
っ
て
く
れ

ま
す
。

　

恐
ら
く
、
薬
師
寺
の
薬

師
如
来
と
千
体
仏
は
、
村

人
た
ち
を
守
り
、
そ
れ
が

で
き
な
い
場
合
に
は
供
養

す
る
目
的
の
た
め
に
造
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

善
林
寺
を
「
中
の
寺
」
と
呼
ぶ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

延
宝
2
年
（
１
６
７
４
年
）
に

は
西
本
願
寺
に
願
い
出
て
、
本
尊

の
裏
書
き
に
「
河
洲
交
野
郡
星
田

村
善
林
寺
」
と
記
し
て
も
ら
い
、

正
式
に
善
林
寺
と
い
う
寺
号
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
星
田
村
明
細
書
」
に
よ
る
と
、

善
林
寺
は
元
禄
9
年
（
１
６
９
６

年
）
に
浄
土
真
宗
大
谷
派
（
東
本

如
来
は
さ
ま
ざ
ま
な
疫
病
や
け
が

か
ら
村
人
を
守
っ
て
く
れ
る
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
星
田
村
の
人
た
ち
に
と
っ
て

薬
師
寺
は
大
き
な
存
在
で
し
た
。

　

江
戸
時
代
前
期
の
17
世
紀
後
半

に
、
幕
府
は
各
村
に
と
っ
て
重
要

な
寺
社
を
申
請
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
寺
社
の
中
で
重
要
性
の

認
め
ら
れ
た
も
の
を
「
除じ
ょ
ち地

」
と

し
て
、
正
式
に
年
貢
の
免
除
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

星
田
村
で
除
地
と
し
て
認
め
ら

れ
た
の
は
、
薬
師
寺
・
星
田
寺
・

光
明
寺
・
星
田
神
社
で
し
た
。

　

ま
た
、
薬
師
寺
の
千
体
仏
（
市

かるた歴史ウォーク

～歴史解説ボランティアと学ぶ

交野の歴史 パート３～

　広報紙での交野郷土史かるたの紹介と
あわせて、かるた札にちなんだ史跡など
への見学会を行います。歴史解説ボラン
ティアと一緒に、市内の歴史散策に出掛
けてみませんか。
と 　き　3月 25日（金）午前 9時 30分
～正午
コ ース　星田駅 ⇨ 薬師寺 ⇨ 善林寺 ⇨ 
神祖営趾之碑⇨ 星田寺 ⇨ 新宮山 ⇨ 
星田駅
定　員　先着 30人
参加費　100円（保険代）
申 し込み・問い合せ　2 月 21 日（月）
午前 9時から文化財事業団（℡   893・
8111）

第８回

千体仏

願
寺
）
へ
転
じ
、
そ
の
際
に
西
本

願
寺
か
ら
も
ら
っ
た
宝
物
類
は
召

し
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
後
に
門
徒
の
家
に
、

正
徳
年
間
（
１
７
１
１
〜
16
年
）

の
西
本
願
寺
門
主
寂
如
上
人
の

御ご
ぶ
ん
し
ょ
う

文
章
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
東
に
転
じ
て
わ
ず
か
の
期
間

で
再
び
西
に
転
じ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
光
善
寺
は
東
本
願
寺
・

西
本
願
寺
ど
ち
ら
に
属
す
る
か
、

な
か
な
か
定
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
正
徳
元
年
以
後
は
東
本
願
寺

に
属
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
善
林
寺
と
光
善
寺
の
つ

な
が
り
も
徐
々
に
薄
れ
て
い
っ
た

よ
う
で
す
。
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チ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
購
入
さ
せ
て

安
く
買
い
取
る
買
い
取
り
型

と
、
価
値
の
な
い
も
の
を
高
額

で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
さ

せ
て
、
そ
の
う
ち
い
く
ら
か
を

払
い
戻
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

型
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
し
た
代
金

は
後
日
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。一
時
現
金
を
得
ら
れ

て
も
、
そ
れ
よ
り
大
き
い
債
務

を
発
生
さ
せ
る
契
約
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
会
社
の
会
員

規
約
で
は
、
転
売
目
的
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
禁
止

し
、
利
用
停
止
や
解
約
の
対
象

と
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
借
り
ら
れ
な
い
」「
返
せ
な

い
」
と
借
金
で
困
っ
て
い
る
場

合
は
、当
コ
ー
ナ
ー
や
法
テ
ラ
ス

（
℡  0
5
7
0

・

7
8
3
7
4
）、

近
畿
財
務
局（
℡  06

・

6
9
4
9

・

6
5
2
3
か
、
℡  06・
6
9
4
9・

6
8
7
5
）で
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

こども電車
　岡田潤　金の星社
おばけのアッチほっぺたぺろりん
　角野栄子　ポプラ社
いちにちぶんぼうぐ
　ふくべあきひろ　PHP研究所
わたしのおかあさんは世界一びじん
　ベッキー・ライアー　大日本図書
すてきな恋がいっぱい5つのお話
　日本児童文学者協会　文溪堂
つるばら村のレストラン
　茂市久美子　講談社
のりものくれよん
　まつながあき　くもん出版
わたしの犬、ラッキー
　ダイアン・メイコック　あすなろ書房

首都感染
　高嶋哲夫　講談社
はじめての世界一周
　吉田友和・松岡絵里　PHP研究所
振袖一揆
　高橋義夫　中央公論新社
なんちゃって育児休暇でパパ修行
　成澤廣修　主婦の友社
京都冬のぬくもり
　柏井壽　光文社
体を温めるしょうがレシピ
　川嶋朗・谷島せい子　アスペクト
モルフェウスの領域
　海堂尊　角川書店
日本人が知らない日本経済の大問題
　野口悠紀雄・幸田真音　三笠書房

お知らせ

青年の家図書室の祝日開室
　青年の家図書室は、2月 11 日（祝）を開室します。開室時間は
午前 10時～午後 5時です。どうぞご利用ください。

「おばあちゃんのえほうまき」
野村たかあき　作・絵

佼成出版社

　テーマは「節
分」。どうして
玄関先にイワシ
の頭を飾るの
か、なぜ節分に
恵方（えほう）
を向いて太巻き
ずしを食べるの
か、そもそも太巻きずしには何
の意味があるのでしょうか。
　物語は節分に関するいろんな
疑問をおばあちゃんと孫が、太
巻きずしを作りながらやり取り
をして進んでいきます。版画な
らではの味わいある絵は、家庭
で行事食を作る楽しさと、みん
なで一緒に食べるうれしさがよ
く伝わってきます。もちろん、
「おにはそと。ふくはうち」豆ま
きの場面も描いてあります。
　受け継がれていく伝統行事に
は、地域それぞれの方法があり
ますが、まずは「節分って何？」
を知るのに最適の1冊でしょう。
巻末に恵方巻きレシピ付きで
す。

科学えほん

　

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
「
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
現

金
化
」
と
い
う
広
告
を
よ
く
目

に
し
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
手
持
ち
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、「
法

律
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と

い
う
そ
の
広
告
通
り
な
ら
、
利

用
し
て
も
問
題
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠

現
金
化
を
認
め
る
よ

う
な
個
別
の
法
律
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
金
化
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
商
品
券
や
新
幹
線

ＱＡ

助
言

消費者相談
～クレジットカードの
ショッピング枠現金化は法律で

認められているのか？～
問い合わせ

　商工観光課消費者相談コーナー
(℡  891・5003）

じ て の
は め
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消費者相談（消費生活専門相談員）
　 平日 9時 30分～正午と 13時～ 16時、市役所本館 2階（℡  
891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月・火・木・金曜日 10時～正午と 13時～ 16時、市役
所本館 2階（℡   892・0121）
※問い合わせ　商工観光課（℡   892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　第 1・3水曜日 14時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡   895・1185）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第 3木曜日 13時～ 16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡   892・0121）

法律相談（弁護士、予約制）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人
【 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はその翌日）
の9時30分から電話で市長公室（℡  892・0121）】
土地建物相談（不動産鑑定士）
　15日（火）13時30分～ 16時30分、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　12日（土）13時30分～ 16時、倉治図書館
　18日（金）13時30分～ 16時、市役所別館
税相談(税理士)
　16日(水)13時～ 16時、市役所別館
相続・遺言相談(行政書士)　
　23日(水)13時～15時、市役所別館
年金なんでも相談（特定・社会保険労務士）
　22日（火）13時～16時、倉治図書館
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡  892・0121）

教育相談（教育相談員）
　平日 9時 30分～ 17時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡   892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員、要電話連絡）
　平日15時～17時、市役所本館2階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡   892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　平日 9時～ 17時 30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）
子育て支援相談（保育士・職員）
電話相談・来所相談（要予約）

▽  月～金曜日 9時～ 17 時 30 分、交野市地域子育て支援セン
ター（私部 2－ 29－ 5　青年の家横　℡   810・8270）

▽  月～金曜日 9時～ 17時、星田地域子育て支援センター（星

心身障がい者福祉相談（身体・知的・精神障がい者相談員）
　 （身体）第1・3水曜日（知的）第1・2水曜日、（精神）第3水曜日、
第 3金曜日、いずれも 13時～ 16時、ゆうゆうセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神保健福祉士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分
障がい者相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
地域活動支援センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
障がい者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　毎週火・木曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　障がい福祉課（℡   893・6400　℻   891・6241）
高 齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士 )
　福祉のなんでも相談窓口(コミュニティソーシャルワーカー）
　 平日 9時～ 17 時 30 分、ゆうゆうセンター内地域包括支援
センター、社会福祉協議会
※ 問い合わせ　地域包括支援センター（℡   893・6426）、社
会福祉協議会（℡   895・1185）

でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分（℡   893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡   893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日 9時～正午と 13時～ 16時 30分、ゆうゆうセン
ター、事前に連絡してください。

※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）

女性のための相談（女性相談員、予約制）
　 2日（水）14時～16時30分、市役所別館2階、相談室、定員3人。
予約は電話で市長公室人権政策担当（℡   892・0121）
人権擁護委員による相談
　17日（木）14時～16時、市役所本館2階
人権なんでも相談（人権相談員）
　月・水・金曜日 10時～正午、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡   892・0121）

田 3－ 10－ 8星田保育園内　℡   860・7193）
育児相談（育児相談員の保育士）
　月～金曜日 14時～ 15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡   891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡   892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡   892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡   892・8433）
　いずれも 13時～ 15時
※問い合わせ　各幼児園

2 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

粗大ごみ予約受付センター（℡   891・粗大ごみ予約受付センター（℡   891・55
ごみなしごみなし

374374　午前 9時～午後 4時）　午前9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

収集地区 2日（水） 9日（水）16日（水）23日（水）

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田西・
南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌な
ど

可燃粗
大ごみ

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一部を含む）・
幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・
寺南野・私部西・駅前住宅（私部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金
私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・藤が尾・
星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が
枝・私部西・
郡津・松塚・
私部 4丁目
一部

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青山・倉
治・東倉
治・神宮
寺・向井
田

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

2 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡   892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗大ごみ
予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か月前～ 1週間
前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 3時 30 分に環境事業所で受け付けています。

法
律
・
行
政

暮
ら
し

子
育
て
・
教
育

人
権

健
康
・
福
祉
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11 時 30分、ゆうゆうセンター体
験学習室。ミャンマーでの支援活
動や水フォーラム、国際キャンプ
など、ガールスカウトが行ってい
る活動について中高生のスカウト
たちが報告します。［問］池田さん
（℡  891・1225）

2011 春の写真展
　2 月 22 日（火）～ 27 日（日）
午前 9時～午後 4時 45 分、青年
の家 1階ロビー。27 日は午後 4
時 15 分まで。入場無料。主催は
かたの写真同好会。［問］桝田さん
（℡  891・1155）

中高年「お一人様」おしゃべり会
　2月22日（火）午前10時～11
時 30分、ゆうゆうセンター3階学
びの部屋。50～90歳代までOK。
男女を問わず大歓迎。健康と生き甲
斐を応援します。楽しい時間を！参
加費500円。［申・問］直接会場か、
増井さん（℡  080・3063・5976）か、
山本さん（℡  893・8421）

カウンセリング・心のサポート
　2月 22日（火）・25日（金）午
後 1時～、ゆうゆうセンター学び
の部屋。友人・家族・大切な人・
他の悩みを話してみませんか？
男女問いません。秘密厳守、個人
相談制。料金 2,000 円（1 件）。
［申・問］直接会場か、増井さん
（℡  080・3063・5976）か、山本
さん（℡  893・8421）

雛祭りフラワーアレンジメント
　2月26日（土）①午前10時 30
分～②午後1時30分～、青年の家。
ひな祭り用のアレンジメントを製
作します。お花で作ったおひな様
を取り入れた華やかでかわいいデ
ザインです。親子での参加も大歓
迎です。参加費2,500円。［申・問］
熊谷さん（℡  080・3134・2691）

音夢サロン
　2月 27日（日）午前10時～正
午、青年の家302号室。アットホー
ムな雰囲気の弾きあい会。音楽で

のつながりを広げ
ませんか？伴奏が
必要な方、聴くだ
けや子連れでの参
加もOK です。参
加費500円。主催は音夢の会。［問］
中道さん（℡  895・5135）

オストメイトの親睦会
　2月 27日（日）午前 11時～午
後 3時、ゆうゆうセンター 3階学
びの部屋。人工肛門・膀胱を造設
された方の研修と親睦会です。参
加費 1,500 円（食事代含む）。［申・
問 ］西 沢 さ ん（℡  858・4487、
℡  090・3627・3308）

第 23回交野歌謡フェスティバル
　2月 27日（日）午前 11時～午
後 4 時 30 分、星の里いわふね。
交野市内 2教室の発表会。お楽し
み抽選会もあります。入場無料。
主催はアカデミー青山歌謡教室・
交野歌謡同好会。［問］青山さん
（℡  090・1079・6949）

サウンド会　社交ダンス交流会
　2月 27 日（日）午後 1時 5 分
～ 4時 15 分、ゆうゆうセンター
4階多目的ホール。抜群の選曲、活
気があり、存分に踊れます。お茶・
コーヒー・お菓子はもちろんフ
ルーツもご用意。会費800円。［問］
畑中さん（℡  090・4648・1775）

サロン「さくら」マジックの祭典
　2月27日(日)午後1時（開場）、
1時 30 分（開演）～ 2時 30 分、
さくら丘自治会館。枚方マジック
研究会。どなた様も大歓迎。カン
パ大人 300円、子ども無料（茶菓
つき）。主催は天野が原町星友クラ
ブ。［問］音羽さん（℡  892・1684）

日本語教え方講座
　2 月 27 日（日）午後 1 時 30
分～、交野会館。日本語って面白
い！外国人の質問。「せわしい」は
忙しい、「せわしない」は忙しくな
いですか？あなたはどう答えます
か。ややこしい日本語、今回は動

詞の勉強。参加費無料。［問］交野
市国際交流協会（℡  894・1113）
英会話教室無料体験ウイーク
　3 月 1 日（火）～ 12 日（土）、
交野会館。基礎から上級・英語
クラブまで 6 段階 18 クラスあ
ります。英語のほかにスペイン
語・中国語・韓国語もあります。
［申・問］交野市国際交流協会
（℡  894・1113 月～金曜日午前 9
時～午後 5 時 http://www2.ocn.
ne.jp/̃kifa/）

読書会
　3月 3日（木）午前 10時～、倉
治図書館。「つばさの贈り物」の七
章、「ツバメ号とアマゾン号」、「妖
精のキャラバン」の感想を語り合
う。講師は大澤百世さん。参加費
500 円。保育要申し込み。主催は
かたの子ども文庫連絡会。［問］黒
田さん（℡  895・6434）

町並散策　土佐街道ひな巡り
　3月 13日（日）午前 7時 50分、
ラポール枚方北側集合。日帰りバ
スツアー・奈良県高取町。雨天決
行。定員 40 人。参加費 4,000 円
（事前振り込み、バス代・昼食代
など含む）。［申・問］3 月 4日（金）
までにウェルネス啓発センターの
加堂さん（℡  ・℻   857・8116）

市民卓球体験デ―
　3月19日（土）午前9時～午後
1時、いきいきランド交野メインア
リーナ。卓球の基本指導および応
用。持ち物は上靴、あればラケット。
参加費500円、ジュニア無料。主催
は交野市卓球連盟。［申］直接会場
［問］畑中さん（℡  ・℻   892・3813）

第 3バザーと第 1日曜市
　いつも第 3土曜日にバザーを
していますが、2月から第 1日曜
日もお店を開きます。どちらも午
前 10 時～午後 4 時、NPO 法人
作業所クローバー（郡津 3－ 10
－ 15）。衣類・食器・カバンを
半額で販売します。［問］向井さん
（℡  894・4822）　
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はなきんくらぶ
　2 月 4 日（ 金 ）・
25日（金）午後 1時
30分（開場）～4時、
ホーム明星（星田 8
－ 6 － 7）。カラオ
ケ・囲碁・将棋など。対象は市内
在住の 60 歳以上の人。参加費無
料（喫茶は有料）。主催は（社福）豊
年福祉会。［問］浜崎さん（℡  894・
1798）

行政書士による日曜無料相談会
　2 月 6 日（日）午後 1 時～ 3
時、ゆうゆうセンター。遺言・相
続、内容証明・示談書の作成な
ど。無料。予約不要。［問］行政書士
会枚方支部の江田さん（℡  859・
4439）

楽しい大正琴♪お試し体験会
　2月 7日（月）・21日（月）午後
2時～ 2時 40 分、いきいきラン
ド交野。初心者でもすぐに弾けま
す。童謡やなつかしい曲を弾いて
楽しみましょう。貸し琴あり。参
加は事前に予約。参加費 1,000 円
（2回で）。［申］小澤さん（℡  894・
0667）

精神障害者の家族の方集まろう
　2 月 9 日（水）午後 1 時 30 分
～ 3時 30 分、ゆうゆうセンター
3階団体共用ルーム。心の病気（統
合失調症、うつ病など）で悩んで
おられる家族の方、悩みを出し合
いましょう。［問］雲川さん（℡  ・
℻  891・0884）

高嶋昌二先生による発声講座
　2月 10日（木）午前10時～正
午、ゆうゆうセンター多目的ホー
ル。受付は午前9時 30分～。淀工
グリー指導者で全国的に活躍する
高嶋昌二さんによるボイストレー
ニング。参加費 1,500 円。主催は
童謡・唱歌を歌う会アミーチ。［問］
前田さん（℡  090・2282・0054）

四條畷高校吹奏学部定期演奏会
　2月 12日（土）午後 2時 30分
（開場）、3時～（開演）、大東市総
合文化センター（サーティホール）
大ホール。入場料 500 円。［問］四
條畷高等学校吹奏楽部顧問の石村
さん（℡  877・0004）

ばれんたいん　こんさーと
　2月12日（土）午後5時30分（開
場）、6時～（開演）、メセナひら
かた 2階多目的ホール。愛をテー
マにクラシックからミュージカ
ル・映画音楽までさまざまな曲を
お届けします。前売り一般１,500
円、学生1,000円、ペア2,500円。
［問］枚方演奏家クラブの阿部さん
（℡  080・1409・9939）

四国歩き遍路の魅力を学ぶ会
　2月13日（日）午前9時30分～
11時 30分、ゆうゆうセンター体験
学習室。歩き遍路を専門に四国を回
る公認先達がその魅力や歩き方の
コツを語ります。参加費無料。主催
は北河内遍路の会。［申・問］佐々木
さん（℡  090・6540・0234）

植物園で出会える野鳥たち
　2 月 13 日（日）
午前 10時～正午、
大阪市立大学理学
部附属植物園展示
棟。森の教室第 5
回。1年間に出会えた野鳥のお
話と園内で鳥の観察会。持ち物は
あれば双眼鏡。雨天実施。入園料
350円、中学生以下無料。［問］同
植物園（℡  891・2681）

交野水彩画会（如月展）
　2 月 15 日（火）～ 20 日（日）
午前9時30分～午後4時30分、
青年の家 1階ロビー。会員の力作
50 点を展示します。色どりも豊
かな水彩画の魅力をぜひお楽しみ
ください。入場無料。［問］山田さ
ん（℡  891・8910）

障害者グループホーム世話人研修会
　2月16日（水）午後1時～4時、

ゆうゆうセンター4階多目的ホー
ル。今、世話人をしている方、どん
な仕事か知りたい方に向けて交
野市初の研修会を行います。参加
無料。要予約。［問］交野自立セン
ターの仲さん（℡  893・4523 ℻  
893・4524）

ママのリフレッシュデ―！
　2 月 18 日（金）午前 10 時 30
分～正午、ゆうゆうセンター集団
指導室。フェルトコサージュを作
りながらおしゃべりを楽しみま
せんか。先着 20人。保育有り（先
着 15 人）。参加費 500 円。［申・
問］2 月 7日（月）午前 10時から
kid's さぽーとかたのの山中さん
（℡  090・9865・7724）

春を呼ぶみんなのコンサート
　2月 19日（土）午後 0時 30分
～ 4 時、守口市市民会館さつき
ホールもりぐち。北河内の作業所
や施設などの仲間が集い、演奏発
表やカラオケなどを楽しみ交流を
深める音楽会を開きます。一般の
方もお気軽にご参加ください。入
場無料。［問］（社福）あしたの会の
関東さん（℡  06・6916・7800）

憲法とくらしを考える会
　2 月 19 日（土）午後 2 時～ 4
時、ゆうゆうセンター 2 階体験
学習室。〝あなたの思い、伝わって
いますか〞 コミュニケーション能
力の向上を目ざす『対立と向き合
う』というワークショップをしま
す。参加費 500 円。［問］辻さん
（℡  821・9696）

科学じっけん＆おもちゃづくり
　2月 20日（日）午前 10時～
正午、ホーム明星「星徳館」（星
田 8 － 6 － 7）。対象は大人と
小学生のペア。教材費 1人 300
円。主催は（社福）豊年福祉会。
［申・問］明星事務所（℡  891・
2029）

ガールスカウト活動報告会
　2 月 20 日（日）午前 10 時～

  催　　し　●●●
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［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

  善　　意　●●●

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行に預
託していただきました。

▽松塚の岡本功さんから 3万円

▽  私部の木野猛さんから 100 万
円（内、身体障がい福祉会と障
害児（者）親の会に 20万円ずつ
渡しました）

▽コール・ポコから 1万円

▽  JA 北河内交野地区女性会から
農業祭バザー収益金の一部 1万
円

▽  幾野の今堀助一さんから 1万円

▽  千成ヤクルト販売㈱からヤクル
トラーメン 150食（市内の指定
の障がい者施設へ配布）

第 40回交野市卓球連盟杯
　12 月 12 日
（日）、いきいき
ランド交野で
212 人 が 参 加
して行われまし
た。上位の成績
は次のとおり。敬称略。

▽一般混合ダブルス
①井戸和司、福本小夜子
②野間田徹、丹波地加寿子

▽一般男子シングルス
①井戸和司
②日浦芳和

▽一般女子シングルス
①山本千鶴子
②木全文子

▽中学 1年男子シングルス
①鈴木惇哉
②藤原雄磨

▽中学 1年女子シングルス
①九井悠里
②島田乃梨子

▽中学 2年男子シングルス
①金子元
②二上晴哉

▽中学 2年女子シングルス
①山本穂花
②北口香菜子

  大会結果　●●●  ハイキング●●●

思い出の 100 コースを歩く
　2月 6日（日）午前 7時 40 分、
近鉄大阪阿部野橋駅の改札口前集
合。近鉄南大阪線二上神社口駅－
加守神社－鳶塚山－雄岳－竹内峠
－平石峠－岩屋橋山－磐城駅。行
程約 5時間。参加費 400 円。交通
費 1,000 円。持ち物は冬の装備、
着替え、温かい物。［申・問］岩本
さん（℡  892・0167）

万博公園からアサヒビール工場
　2月 26日（土）午前 7時 50分、
交野市駅集合。枚方－門真－モノ
レール－万博公園－日本庭園－万
博公園西口－吹田－アサヒビー
ル工場。一般向け 6㌔。小雨決行。
参加費 200 円。交通費 2,000 円。
［問］鶴園さん（℡  891・6002）

藤白坂（熊野古道海南）
　3月 12日（土）午前 7時 10分、
河内磐船駅集合。京橋－天王寺－
和歌山－海南－日限地蔵－旧鈴木
邸－藤白神社－地蔵峯寺－加茂郷
駅。一般向け 12 ㌔。小雨決行。参
加費 200 円。交通費 2,300 円。青
春 18 きっぷ使用。［問］鶴園さん
（℡  891・6002）

　交野市牛乳パックリサイクル
連絡会から、リサイクル活動で
得た収入 22万 6,621 円をふる
さと寄附していただきました。

　㈱大阪ガスから、市内の障が
い者通所施設のみなさんに、毎
年恒例となったクリスマスケー
キのプレゼントがありました。
　施設のメンバーからは、お礼
に手作りのメッセージカードが
贈られました。

農産物品評会で表彰
　交野市農業生産連合会主催の農産物品評会で、消費者および生産者
の投票により、次のみなさんが入賞しました。敬称略。（　）内は出品物。
■大阪府知事賞
　＝矢寺成次（キャベツ）
■交野市長賞
　＝堀田清一（金時ニンジン）
■交野市議会議長賞
　＝田伏徳治（ハクサイ）
■北河内農業協同組合長賞
　＝下阪敏之（ダイコン）
■ 北河内地区農業委員会連合会会長賞＝栗田崇彦（タマネギ）
■ 交野市農業委員会会長賞＝仲谷雅子（ユズ）
■北河内地区農業研究クラブ連絡協議会会長賞＝今堀肇（ゴボウ）
■大阪府北部農業共済組合長賞＝林省三（丸ダイコン）
■交野市農業生産連合会会長賞＝木田八十雄（サトイモ）
問い合わせ　農とみどり課（℡  892・0121）

ふるさと寄附

クリスマスケーキの贈り物
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おりひめちゃん
作：泉　麗香

人口と火災 ・救急

12 月末の市の人口

人　口 79,132 人
男 38,525 人

女 40,607 人
世帯数 31,159 世帯

12 月の火災と救急
火災 1件 救急 240件

※ 毎月 1日の正午、点検のため
消防サイレンを鳴らします。

　環境フェスタについては２～３㌻
をご覧ください。

子供体育あそび
　4月開講、火曜日ゆうゆうセン
ター、金曜日いきいきランド交野。
いずれも午前10時 30分～正午。
対象は 2 歳～未就園児。月 3回
3,000 円（3回以上同額）。［申］は
がきに住所・氏名（ふりがな）・電
話番号を記入し、2月 28日（月）
までに星田1－16－ 5 川上桂子
［問］川上さん（℡  892・7273）

淡彩画教室　星の村
　毎月第 2・4火曜日午後 1時～
3時、星田市民センター 2階。色
えんぴつと水彩で楽しく描きま
せんか。初心者歓迎。見学自由。入
会金無料。月会費 3,000 円。［申・
問］直接会場か、奥田さん（℡  090・
3872・1104）

ママ大好き♡ドレミふぁ！らんど
　4月開講。毎月第 2・4火曜日。
①午前 11 時～、青年の家②午後
1時～、星田西体育施設（多目的
室）。各 50 分。音楽大好きな親子
集まれ～！お友達と一緒に楽し
く歌や手遊びをして豊かな心を
育てましょう。2 ～ 3 歳児。月
会費 1,000 円。［申・問］小澤さ
ん（℡  894・0667）か、角田さん
（℡  893・9189）

アンサンブル・ポピー
　毎週木曜日午前10時～正午、青
年の家302号室。童謡唱歌など楽
しくハモっています。一度体験入
会しませんか。指導は野田房子さ
ん。入会金1,000円。月会費3,000
円。［問］竹本さん（℡  891・5265）
か、上久保さん（℡  892・7037）

大正琴♪初心者コース
　毎月第 1・3 木曜日午後 1 時
30 分～ 3時 30 分、青年の家。第
2・4火曜日午前 10時～正午、向
井田集会所。初心者ばかりでゆっ
くりのペースで楽しく練習して
います。見学・体験大歓迎。入会

  会員募集　●●●
金無料。月会費 3,000 円。［申・
問］アンサンブル桜の坂山さん
（℡  892・3943）

前結び着付研究会
　毎週金曜日午後 2 時～ 4 時、
武道館。①前で楽に結べます。月
会費 1,000 円。②母が学ぶ娘へ
の着せ付け（ペア参加）。月会費
1,000 円（1人）。［申・問］宮原さ
ん（℡  885・0691）

かたの写真同好会
　毎月第 3日曜日午前10時～正
午、青年の家 2階 201号室。作品
講評会、その他撮影会・写真展な
どあり。一度例会の日に見学に来
てください。入会金無料。年会費
3,000 円。［申・問］例会日に直接
会場か、桝田さん（℡  891・1155）

交野手打ちそば工房
　毎月第 4日曜
日午前11時～午
後 2 時、私部会
館。今手打ちそば
が大ブーム。一緒
にそば打ち体験
しませんか。そば打ちのすべてを
伝授します。材料費 2,500 円（そ
ば粉700㌘、試食会付き）。［申・問］
後藤さん（℡  893・3484）

女性のための合気道　夢玄会
　毎週日曜日午後 1時～ 2時 30
分、ゆうゆうセンター運動療法室。
体力 UP、護身術に。少人数の楽
しい道場で、見学・体験もできま
す。中学生以上対象。入会金3,000
円。月会費 2,000 円。［問］平田さ
ん（℡  840・0709）

交野市茶華道協会
　市内在住・在勤の茶道か華道の
師範免状をお持ちの方、入会され
ませんか。青年の家ロビー展、文
化祭、親睦会などみんなで楽しん
でいます。4月に 40 周年展を開
催します。参加可。年会費 2,500
円。［申・問］小川さん（℡  891・
2663　午後 5時以降）
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寺・山山手からの雪景色
　近年は地球温暖化や暖冬の影響からか、冬でも雪
が降る機会が少なくなっています。
　写真は 20 年 2 月初旬、雪が積もった日の朝の風景
です。今ではなかなか見られなくなった交野での雪
景色に心躍らせ、寺地区の山手からシャッターを押
しました。
　冬には雪が見られる自然環境を、いつまでも守り
たいと思います。

ふるさとの四季 協力：かたの写真同好会

天野川右岸から第二京阪道路を望む
　天野川に菜の花が咲く季節となりました。第二京阪道路の架橋が見える天野川の右岸を、地元のボランティア
（天野川くさかりの集い）に育てられているお花畑が彩ります。
　菜の花の花言葉は「快活、活発、元気いっぱい」。その花言葉に励まされ、ウオーキングを楽しむ人たちが今日も
川沿いを歩きます。


